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写真：川西幼稚園

川西町には３つの保育施設が立地しています。入園募集
に合わせて3つすべての施設をご紹介します。園によっ
て特色の違いがありますので、今回の特集でぜひ確かめ
てください。

川西幼稚園・成和保育園・川西こども園を紹介� Ｐ2～7

令和4年度 川西町決算報告� Ｐ8～11
特 集



▼保育の方針
〈目指す園児像〉
・�生活に必要な習慣や態度を身に
付け、自立できる子ども
・�心身ともに明るく元気で、生き生
きと活動できる子ども
・�友達と力を合わせ、行動できる子
ども
・�進んで遊びに取り組み、最後まで
やりぬく子ども
・��生命の大切さがわかり、自分や他
人を大切にできる子ども

〈園の特色〉
・�明るく清潔な環境、広い園庭での
のびのびとした保育
・�自然との関わり、栽培物を使って
の食育活動
・�地域の人々との触れ合いを大切
にした保育

▼川西幼稚園（施設区分：幼保連携認定こども園）
令和4年4月から、3歳児から5歳児を対象に、保護者
の就労等で保育が必要なお子さんにも川西幼稚園
をご利用いただけるようになりました。詳しくはホー
ムページをご覧ください。

定員　教育（幼稚園部分）90人
　　　保育（保育所部分）24人
場所　川西町結崎30-5
問�　☎0745（44）0380

くわしくはこちら
（園のホームページ）
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※�年齢や時期、お子さんの心身の状態によって、保育等の
内容が異なる場合があります。

▼１年間の流れ

  4月	 入園式
  5月	 遠足  
	 おはなし会（月1回）
	 体育指導，外国語活動（年10回）
	 誕生会（2か月に1回）
  6月	 歯みがき教室
	 プール開き　
	 保育参観
	 カレークッキング
	 ジャガイモ堀り
  7月	 夏祭り
  9月	 サツマイモ掘り
10月	 運動会
	 遠足
	 ハロウィンパーティー
11月	 祖父母参観
	 給食参観
12月	 未就園児交流日
	 クリスマス会
	 個人懇談
  1月	 保育参観
  2月	 節分（豆まき）
	 ファミリー参観
  3月	 卒園式

　七夕行事に合わせてパネルシアターのお話を楽
しんだり、ヨーヨー釣りや人形すくい・輪投げなど
をして遊んだりします。リズム室内では、子どもた
ちのにぎやかな声がとびかい、全園児でお祭りの雰
囲気を味わいます。

　町立図書館の司書とおはなしボランティアが来園し、
ストーリーテリング(素話)や絵本の読み聞かせをして
もらいます。ゆったりと語りかけて下さる雰囲気に、子ど
もたちはお話の世界へと引き込まれていきます。物語の
世界を体験し、たくさんの絵本に出会える機会を大切に
しています。

　園の畑では、季節ごとに様々な野菜を育てていま
す。種まきや苗植えから世話をし、生長を見守りな
がら収穫までおこないます。野菜の生長を観察し、
土の感触や収穫の喜びを味わえる体験をしています。

　子どもたち手作りの鬼のお面やますを準備し、「鬼
は外！福は内！」と元気いっぱいの掛け声とともに
豆まきをします。節分の由来に触れ、健康への願い
を伝えながら、伝統行事に親しんでいます。

7月　夏祭り

毎月　おはなし会

6月　ジャガイモ掘り

2月　節分（豆まき）

――川西町の印象は？
　自然豊かな町で子育て支援が充実し、子どもたちをのびのびと育
てられる環境と印象を受けました。町の人たちが挨拶を交わす光景
をよく目にし、人とのつながりが強く、地元愛が溢れている素敵な町
だなと日々感じています。

――どんなときに保育士の仕事に対してやりがいを感じますか？
　できなかった事ができるようになった達成感を一緒に味わえるこ
とにやりがいを感じています。一人一人の個性をもつ子どもたちと
接することができ、遊びを通してたくさんの可愛い笑顔が見られる
のはこの仕事ならではの魅力です！

――子どもと接するときに心がけていることがあれば教えてください。
　今何に興味があり、どのような気持ちでいるのか、子どもたちの心
の中をさぐりながら話をすることです。「先生 !」と話しかけてくれ
る時に、子どもの話を真剣に聞いて、笑顔で関わることを大切にして
いきたいです。

▼幼稚園教諭インタビュー
川西幼稚園　田村 育世先生
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▼保育の方針
・�すべてのものの命を大切に
 �だれも代わることのできないたった一
つの大切ないのち。いのちの不思議さ
や尊さを学び、だれにも代わることの
できない、いのちを敬う心を育みます
・�だれとも仲良く遊ぶ� �
集団生活を通して、自分ひとりの力で
生きているのではなく、他者とのかか
わりの中で生き生かされているという、
おかげさまのこころを育みます
・�よく聞きよく考える� �
いろいろな情報が溢れる現在、その情
報に惑わされることなく、大切なことを
見つめることのできる感性を育みます

▼成和保育園（施設区分：保育所）
昭和24年の開設以来、親子で3代・4代と来ていただ
いている方も多くおられ、地域の皆様に支えていた
だきながら運営しています。

定員　（保育）99人
場所　川西町保田43-1
問�　☎0745（44）0047
https://seiwa-hoikuen.or.jp/

くわしくはこちら
（園のホームページ）
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▼１年間の流れ

  4月	 入園式
  5月	 花まつり・こいのぼり制作
	 個人懇談
	 春の遠足(4・5歳児)
  6月	 保育参観
	 観劇会
  7月	 たなばた会・プール開き
	 夏まつり
  9月	 秋の遠足(1～5歳児)
	 敬老の集い
	 お月見会
10月	 運動会
11月	 保育参観
	 子どもの報恩講
12月	 作品展
	 成道会
	 お餅つき
	 個人懇談
  2月	 節分豆まき
	 涅槃会
	 保育発表会
  3月	 お別れ会
	 卒園式
※�一年を通して野菜（いちご・豆・夏野菜・さつまいも・
大根・綿など）の植え付けと収穫、調理を行ってい
ます。

　保育園の運動場で夕方より行います。保育士によ
る当てものやヨーヨーすくいなどの夜店。太鼓に合
わせて踊る盆踊りや歌などをし、最後にはきれいな
花火を皆で見て夏の夜のひと時を楽しみます。

　外部の文化ホールをお借りして行っています。歌
や合奏、オペレッタなど一生懸命楽しんで練習し、
１年間で逞しく成長した子ども達の姿を保護者の
皆様に見ていただく保育発表会です。

　お釈迦様のお誕生をお祝いする行事です。たくさ
んのお花で飾った花御堂の中に安置されている赤
ちゃんのお釈迦様像に、子どもたちが甘茶をかけて
お祝いします。

　浄土真宗の宗祖、親鸞聖人のご恩をしのび行う法
要です。子どもたちが本堂に集まり、仏さまに静か
に手を合わせ、献香や献灯を行い、歌を歌ったり親
鸞聖人のお話を聞きます。

7月　夏まつり

2月　保育発表会

5月　花まつり

11月　子どもの報恩講

――川西町の印象は？
　子どもたちが参加できるイベントが多いイメージがあります。休
日後の登園の時に参加したイベントの事を友だちや保育士に楽しそ
うにお話しています。

――どんなときに保育士の仕事に対してやりがいを感じますか？
　出来なかったことが出来るようになった時に立ち会えた時です。
子どもの努力や頑張りが報われたと嬉しく思います。保育園では子
どもたちの頑張っている姿や努力している姿を応援していたり、一
緒に取り組んでいます。

――子どもと接するときに心がけていることがあれば教えてください。
　個人個人で話すときはもちろんですが、クラスみんなに話すとき
も1人1人と目が合うように話をしています。話の内容によって表情
をかえながら、感情が伝わるようにしています。

▼幼稚園教諭インタビュー
成和保育園　酒井 泉美先生
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▼保育の方針
目指す園児像
「たくましく、しっかりした子」
①基本的生活習慣の習得、持続
②健康な心身をつくる
③�社会性の育成と道徳性の芽
生えを培う
④�知的発達の基礎作りと十分
な表現活動の体得
⑤�自然を愛する心、人を思いや
る豊かな心を育てる
⑥�一人ひとりを大切にする教
育保育を目指す

▼川西こども園（施設区分：幼保連携認定こども園）
〈開園〉平成29年4月
〈対象〉生後6か月～就学前まで

詳しくはホームページをご覧ください

定員　100人
場所　川西町結崎1201-1
問�　☎0745（44）1611
http://www.aiwakai-nara.or.jp/kawanishi/

くわしくはこちら
（園のホームページ）
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※�年齢や時期、お子さんの心身の状態によって、保育等の
内容が異なる場合があります。

▼１年間の流れ

  4月	 こいのぼり制作・写真撮影
  5月	 いちご狩りごっこ
	 参観
	 野菜の苗植え(園内ミニ畑)
  6月	 じゃがいも掘り
	 健康診断(内科・歯科)嘱託医師より
	 水遊び開始
  7月	 クッキング(夏野菜を使用)
	 おまつりあそび
  8月	 かわにしフルーツファーム
  9月	 さつまいも掘り
	 敬老のハガキ制作
	 親子ふれあい会
10月	 運動会
	 クッキング(さつまいもを使用)
	 園外保育
	 ハロウィンごっこ
11月	 健康診断(内科)嘱託医師より
	 交通安全教室
	 図書館見学
	 大根引き
12月	 おもちつき会
	 クリスマス会
  1月	 発表会
  2月	 節分(豆まき)
	 防犯教室
  3月	 親子ふれあい会
	 お別れ会・卒園式

　今年の夏は、おひさまホールにみんなで作ったフ
ルーツがたくさん実りました。どの果物も本物そっ
くりに仕上がっていたので、子ども達は大喜びでし
た。収穫した後は、先生が作ったミキサーに入れて
ミックスジュースの出来上がり。

　サンタさんが来てくれるかな？とみんなのワク
ワク・ドキドキがいっぱいのクリスマス会。きれい
なイルミネーションや大きなツリーで保育園の中
もキラキラしています。今年も、川西こども園にサ
ンタさんが来てくれるか楽しみです。

　朝和保育園の畑に５歳児のお友達がじゃがいも掘り
に出かけます。広い畑にたくさんのじゃがいもができ
ていて、みんなで力を合わせて掘り起こしたり、土の中
に眠っているじゃがいもを手で探したりして、大小色々
な形のじゃがいもを収穫できるのをたのしんでいます。

　何に変身しようかな？と、お友達と先生で考えて
衣装や鞄を作ります。それぞれのクラスらしさがあ
りとても楽しいですよ。仮装して「Trick or Treat」
と声をかけながら園内を巡る中、少し緊張ぎみのお
友達もいつしかキラキラ笑顔に変身です。

8月　かわにしフルーツファーム

12月　クリスマス会

6月　じゃがいも掘り

10月　ハロウィンごっこ

――川西こども園はどんな園ですか？
　県内７つの保育園や小規模園を展開する法人の１施設で、「たくましく、しっ
かりした子」を目指す園児像として、この時期にしかできない体験をたくさんで
きるよう、毎日“ワクワクできる園”をモットーに保育を行っています。どのク
ラスからもすぐに出て遊べるような中庭や日光がたくさん入るおひさまホールで、
友達や保育教諭とたくさん関わってのびのびと身体を動かして遊ぶ子どもたち
の姿は、とても生き生きとしています。
　その他にも、園内のミニ畑で夏野菜やお米等を育てる体験や、幼児ではピー
スフルスクールプログラムを取り入れ、自分の意見を持って発信することから
友達の思いにも目を向け、安心して過ごせる場づくりの大切さを育めるような
取り組みも行っています。
――子どもたちと接するときに心がけていることがあれば教えてください。
　一人ひとりの思いにできるだけ寄り添い、子どもたちから見られる瞬間の輝
きをたくさんキャッチできるように心がけています。園内で出会う度に色んな
表情を見せてくれる子どもたち。その都度声掛けをしながら、楽しいことがあっ
た、友達とケンカをしてしまった等、話やすい雰囲気を作り、子どもたちから発
信してくれる声を大切に、その時その時の思いを共感し合えるようにこれから
も関われるようにしていきたいと思います。

▼幼稚園教諭インタビュー
川西こども園　中川 智子先生
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県支出金
2億8710万7千円
5.4%

その他
7540万5千円　1.4%

地方消費税交付金
1億8401万円 3.4%

歳入

自主財源　
37.0％

　依存

財源
　
63
.0
％

町税
11億4898万3千円
21.6%

繰入金
2億3438万7千円 4.4%

繰越金
3億4949万2千円
6.6%

地方交付税
17億9712万2千円
33.7%

国庫支出金
8億1951万3千円
15.4%

町債
1億9760万9千円
3.7%

使用料及び手数料
5759万 4千円
1.1％

諸収入
5565万 5千円　1.0%

財産収入
5139万円　1.0%寄附金

1994万1千円
0.4% 分担金及び負担金

4625万 4千円　0.9％

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）

性質別にすると…

公債費
6億1110万3千円
12.4%

投資的経費
7億3779万1千円
15.0%

人件費
8億4681万2千円
17.2%

物件費
7億9263万7千円
16.1%

補助費等
6億176万4千円
12.2%

繰出金
4億1353万円
8.4%

積立金
1億7550万6千円
3.5%

扶助費 
7億2263万9千円
14.6%

民生費
14億5571万5千円
29.5%

総務費
9億6766万円
19.6%土木費

6億8049万7千円
13.8%

公債費
6億1110万3千円
12.4%

教育費
5億2962万6千円
10.7%

衛生費
3億3770万9千円
6.9%

消防費
1億7992万円
3.7%

議会費
7988万5千円　1.6%

諸支出金
5336万9千円　1.1%

農商工業費
3387万9千円
0.7%

維持補修費
2758万1千円　0.6%

▼一般会計
　令和4年度一般会計決算は、歳入が53億2,446万2千
円、歳出は49億2,936万3千円となりました。歳入から
歳出を差し引くと、3億9,509万9千円の黒字となります
が、そのうち令和5年度へ繰り越す事業に必要なお金が
4,716万6千円ありますので、実質的な収支は、3億4,793
万3千円の黒字となりました。

令和4年度一般会計決算
歳入

53億2,446万2千円

令和4年度一般会計決算
歳出

49億2,936万3千円

●用語の説明（歳入）

●用語の説明（歳出（目的別））

町�税：みなさんが町に直接納めたお金 (町
民税、固定資産税など )
地�方交付税：所得税など国が徴収した税金
の中から、町の財政状況、地域特性に応
じて交付されるお金
国�庫・県支出金：特定の事業を実施するため、
国や県から交付されたお金
町�債：大きな事業をおこなうために、国や
金融機関から借り入れたお金
自�主財源：町が自主的に収納・徴収できる
お金
依�存財源：国や県から交付・割り当てられ
るお金

●用語の説明（歳出（性質別））

投資的経費：施設等、将来に残るものに支出されるお金
扶�助費：主に児童手当、子ども・老人・重度障害者の医療助
成等に係るお金

補助費等：各種事業や団体への補助金や負担金等のお金
繰出金：国民健康保険等の特別会計へ繰り出して使ったお金

民�生費：児童福祉や高齢福祉、障害福祉などに使われる
お金

総務費：庁舎の管理、税務、住民登録、選挙、広報、統計、
　電算運営、基金積立などに使われるお金
土木費：道路や公営住宅の整備などに使われるお金
公債費：町が借りたお金を返すためのお金
教�育費：学校運営、社会教育、生涯学習、文化財保護な
どに使われるお金

衛�生費：各種検診や予防接種、ごみの処理などに使われ
るお金

消�防費：広域消防の運営・消防団の運営や消防施設の整備、
防災事業などに使われるお金

議�会費：町議会の運営や町議会議員の報酬などに使われ
るお金

農�商工業費：農商工業の振興や農道の整備、観光の振興
に使われるお金

都
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業
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整
備
事
業(

東
城
地
区
整
備
事
業
を
含
む)

　

３
億
４
，２
６
８
万
円

　

社
会
教
育
事
業

社
会
教
育
施
設
ト
イ
レ
等
改
修
事
業

　

５
９
８
万
８
千
円

放
課
後
児
童
対
策
事
業

学
童
保
育
所
増
築
事
業

　

６
，４
２
０
万
４
千
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

消
費
喚
起
対
策
地
域
振
興
券
発
行
事
業

　

７
，４
５
９
万
円

令和 4年度川西町決算報告
　令和４年度の町の決算が認定されました。
　町が行っている事業は、皆さんが納めた税金や、国・
県からの補助金などでまかなわれています。
　決算は、このお金が住民の皆さんの暮らしやまち
づくりの中で、どのように活かされてきたかをまと
めたもので、その概要を紹介します。

問�　総務課　☎0745（44）2211

■ 町民１人当たりの歳出額（令和 4 年度末の人口 8,181 人で計算）

令
和
４
年
度
の
主
な
事
業

結崎駅の駅舎の移転工事、及び結崎
１号踏切拡幅にかかる用地買収等を
行いました。

子どもセンター・唐院運動公園・健民
運動場等のトイレ洋式化・自動水栓化
等改修工事を行いました。

町内全住民に一律5，000円相当の地域振
興券を発行しました。また、マイナンバー
カード取得者には上記に加えて5，000円
相当の地域振興券を発行しました。

保育児童の増加やニーズの高ま
りに応えるため、増築工事に着手
しました。

民生費
17万 8千円

総務費
11万 8千円

土木費
8万 3千円

公債費
7万 5千円

教育費
6万 5千円

衛生費
4万 1千円

消防費
2万 2千円

議会費
1万円
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■起債残高の推移（会計別） ■町税と徴収率の推移

●用語の説明

1,160 
1,166 1,107 1,086 1,149 

99.6%
99.9% 99.9% 99.9% 99.9%

98.0%

98.5%

99.0%

99.5%

100.0%

0

500

1,000

1,500

H30 R01 R02 R03 R04

町民税 法人住民税 固定資産税

軽自動車税 たばこ税 合計
徴収率（現年度分）

（百万円）

（百万円）

（百万円） （徴収率）

4,456 4,291 4,313 4,459 4,407 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H30 R01 R02 R03 R04

財政調整基金 減債基金 その他特目

5,430 5,587 5,378 5,483 5,116 

0

2,000

4,000

6,000

H30 R01 R02 R03 R04

普通会計 下水道会計

■基金残高の推移

●用語の説明

財�政調整基金：経済事情の変動等で財源が不足す
る場合や大規模な建設事業・災害等の財源とし
て設置される基金
減�債基金：将来の地方債の償還等に備えて設置さ
れる基金
そ�の他特目：駅周辺整備等、特別な目的の為に設
置される基金

◆�財政力指数：標準的な行政を行う経費のうち、どの程度、町税
等の標準的な自前の収入でまかなえるかを示したもの。１に近
い、あるいは１を超えるほど財源に余裕があると言えます。
◆�経常収支比率：町税や普通交付税等の毎年常に入ってくる自由
に使える収入に対し、人件費、扶助費、公債費等の毎年必ず支
払わなければならない固定的な経費がどの程度充てられたかを
示したもの。この比率が小さいほど独自の施策に使える財源が
大きいと言えます。
◆�健全化判断比率：「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づく財政上の指標です。これによって、財政の早期健全
化（イエローカード）や再生（レッドカード）の必要性が判
断されます。
◆�実質赤字比率：一般会計等を対象とした実質赤字額が、標準
財政規模（税・交付税等、町が自由に使えるお金の大きさを
表したもの）に占める割合。� �
［早期健全化基準 15％、財政再生基準 20％］

◆�連結実質赤字比率：公営企業を含む全会計を対象とした実質
赤字額（または資金不足額）が標準財政規模に占める割合。� �
［早期健全化基準 20％、財政再生基準 30％］
◆�実質公債費比率：一般会計等が負担する公債費等（公営企業
や一部事務組合等の地方債の償還のうち一般会計等が負担す
る分も含む）が、標準財政規模に占める割合。実質的な借金
返済負担の重さを表す指標です。18％を超えると地方債を発
行する際に県の許可が必要となります。� �
［早期健全化基準 25％、財政再生基準 35％］
◆�将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき負債（公営企業
や一部事務組合等の分を含む）が、標準財政規模の何倍ある
かを示したものです。この比率が高いと、将来的に財政が圧
迫される可能性が高くなります。� �
［早期健全化基準 350％］
◆�資金不足比率：公営企業ごとの資金不足額が、事業規模であ
る料金収入に対してどのくらいあるかを示したものです。� �
［経営健全化基準 20％］

■特別会計及び企業会計決算
　町には一般会計のほかに、特定の目的のための会計があります。
どの会計も、皆さんの暮らしに密着した事業を行っています。

■財政指標から見た財政状況 【◎ … 良い、○ … 普通、△ … 良くない】

▼特別会計 ▼企業会計　　　　　　  　　　　（消費税及び地方消費税込み）

会計名 歳　入 歳　出
国民健康保険
特別会計 11億420万3千円 10億8,551万3千円

後期高齢者医療
特別会計 1億8,235万3千円 1億8,225万3千円

住宅新築資金等貸付
事業特別会計 959万6千円 959万6千円

介護保険事業勘定
特別会計 9億6,822万7千円 9億3,280万5千円

介護保険介護サービ
ス事業勘定特別会計 743万9千円 672万円

会計名 収　入 支　出
下水道事業会計
・収益的収支

2億3,033万8千円 2億3,297万円

下水道事業会計
・資本的収支

3億1,638万2千円 3億1,134万4千円

▼
現
状
と
今
後

　

本
町
の
令
和
４
年
度
普
通
会
計
決
算
か
ら
見
る
財

政
状
況
は
、
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
と

も
そ
れ
ぞ
れ
良
好
な
数
値
に
あ
り
、現
段
階
に
つ
い

て
は
健
全
な
状
況
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
子
育
て
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
へ
の
給
付
金
に
係
る
国
庫
支
出
金
、駅
周
辺
整
備

や
庁
舎
防
災
対
策
事
業
の
事
業
費
減
等
に
よ
り
地
方

債
が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、前
年
度
を
下
回
り

ま
し
た
。
町
人
口
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、今
後
、個
人
住
民
税
は
減
少
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、都
市
計
画
事
業
で
あ
る
駅
周
辺
整

備
事
業
と
し
て
、結
崎
駅
の
駅
舎
の
移
転
工
事
や
結

崎
１
号
踏
切
拡
幅
に
か
か
る
用
地
買
収
等
を
行
い
ま

し
た
。
放
課
後
児
童
対
策
事
業
で
は
、学
童
保
育
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、学
童
保
育
所
の

増
築
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
社
会
教
育
事
業
と
し

て
、子
ど
も
セ
ン
タ
ー
・
唐
院
運
動
公
園
・
健
民
運
動

場
等
の
ト
イ
レ
洋
式
化
・
自
動
水
栓
化
等
改
修
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
事
業
と
し
て
、
町
内
全
住
民
に
一
律
５
，

０
０
０
円
相
当
の
地
域
振
興
券
を
発
行
し
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
者
に
は
さ
ら
に
５
，０
０
０
円

相
当
の
地
域
振
興
券
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、現
在
の
健
全
財
政
を
維
持

し
な
が
ら
、
学
童
保
育
所
増
築
工
事
、
第
２
子
保
育

所
利
用
料
無
償
化
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
・
子

育
て
支
援
、ま
た
、シ
ニ
ア
支
援
、ま
ち
づ
く
り
、行

政
改
革
を
推
進
す
る
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

指標の見方
川西町 県内平均 全国平均

Ｒ04 Ｒ03 Ｒ03 Ｒ03

財政力指数（3ヶ年平均） 高い方がいい 0.44 ○ 0.46 ○ 0.39 0.50

経常収支比率 低い方がいい 85.1% ○ 82.5% ○ 89.5% 88.9%

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 － － ◎ － ◎

連結実質赤字比率 － － ◎ － ◎

実質公債費比率 低い方がいい 7.6% ○ 7.5% ○ 8.6% 5.5%

将来負担比率 低い方がいい － ◎ － ◎ 44.7% 15.4%

資
金
不
足

比
率 下水道事業会計 － － ◎ － ◎

※赤字額、資金不足額等がないため、実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率、資金不足比率は「－」と表示しています。
※平均については、財政力指数、令和３年度県内平均の実質公債費比率及び将来負担比率は単純平均、それ以外は加重平均です。
※ 6月、12月に川西町HPにて財政状況を公表しています。
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※�水道事業は令和 4年度より磯城郡水道企業団水道事業となりま
した。
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まちのアルバム
川西町公式 Facebook・Instagram から、気になる
写真をピックアップしました。

町のSNS・動画

川西町公式Facebook
https://www.facebook.com/kawanishi.
nara/

川西町公式Instagram
https://www.instagram.com/kawanishi_
official/

川西町公式YouTube
https://www.youtube.com/channel/
UC8enD9Eo_0fkCixEzQ6r8ng

地域公共交通施策に対する寄付金感謝状贈呈式� 9月7日

地域の公共交通政策のために

川西町まち企業リンク　工場見学会� 9月28日

先進的な取り組みを学ぶ

Instagram「＃ちかい町かわにし」で投稿しよう

　三宅交通様から地域公共交通施策に対する寄付
金と感謝状の贈呈式を行いました。式では、三宅交
通の糸井様から小澤町長へ寄付金の目録が手渡さ
れ、町からは感謝状を贈呈。このご寄付を、川西町
が実施する地域公共交通施策に活用します。三宅
交通様は、令和4年度及び令和5年度に実施する、新
たなモビリティサービスの社会実装「地域新 MaaS
創出事業」のデマンド交通に関する実証実験におい
てご協力いただきました。
　糸井さんは「寄付金については地域公共交通施策
に有効に活用していただきたい」と思いを述べられ
ていました。

　川西町まち企業リンクで、工場見学を大阪精工奈
良工場で開催しました。先進的な企業の取り組み
を共有することにより、企業同士の良い関係性の構
築や、多種多様な企業における取り組みの勉強会を
目的に開催しました。13社の企業が見学会に参加
され、鉄の加工作業や検査の工程、管理方法等を学
びました。
　川西町まち企業リンクの会長である大阪精工奈
良工場長の八木さんは「今後も様々な企業で工場見
学会を実施し、交流や学びを深めていきたい。」と
話していただきました。

下永老人会女性部「げんき会」� 9月2日

災害から身を守るために

　下永公民館で災害時の非常食の試食会を開催さ
れました。防災について学ぶ機会を設け、恐怖心を
抱くだけでなく正しい知識を深め自分たちででき
ることを考えることを目的として開催しました。
自治会、老人会協賛のもと約35名が参加され、試食
会だけでなく地元野菜を持ち寄り、皆様で調理等を
行い、地域の輪を拡げることにも繋がりました。支
部長の木村さんも「皆さんの協力のもと開催するこ
とができて良かった。また地域の輪が災害時の協
力にも繋がるので今後も取り組んでいきたい。」と
語ってくれました。

　幼稚園送迎バスには、安全対策として園児置き去り防
止装置を設置（装備義務化）しています。万が一、園児が車
内に置き去りにされた場合、設置したマットを園児が踏ん
だり赤いボタンを押したりすると、車両のクラクションが
鳴り、周囲に異常があることを知らせます。実際に園児が
バスに乗り、園長先生から話を聞いて体験しました。子ど
もたちは、真剣な表情で「一人ぼっちになった時にマット
を踏む！」「困った時に押すねん！」と話を振り返っていま
した。
　今後もこの装置が作動することがないよう、園児の大切
な命を守るために安全確認を徹底していきたいと思います。

川西町立認定こども園　川西幼稚園�

幼稚園送迎バス 園児置き去り防止装置設置

　大和郡山市「DMGMORIやまと郡山城ホール」で
奈良県戦没者追悼式が行われました。戦没者追悼式
では、山下真知事から援護功労者表彰が行われ、今
年は川西町遺族会から2名表彰されました。この表
彰は、多年にわたり戦没者遺家族の福祉向上に尽力
し、功績が特に顕著な方に対し、その功績をたたえ
るとともにその労苦に報いるために行われました。
　左から、𠮷田勝さん、鍜冶田千鶴子さん

援護功労者表彰� 9月1日

川西町から2名表彰されました

　「あなたの思いを三十一(みそひと)文字に託してみま
せんか」をテーマに短歌コンテストを川西文化会館で行い
ました。短歌は32名の出詠をいただきました。当日、小澤
町長、橋本教育長にご出席を賜り、ご挨拶をしていただき
ました。また、ご両名様には一首お願いしたところ快く引
き受けていただきました。一人ずつ自作の歌を読み、その
後吉川宏志先生、植田珠實先生の歌評、添削等丁寧にご指
導していただきました。みなさん初めてと思えないほど上
手に詠まれていました。硬かった表情も徐々にほぐれ、い
つしか和やかな雰囲気になり、楽しく終わる事ができました。
　最後に講師の選んでいただいた大会賞、選者賞、優秀賞、
秀作賞をお渡しして終了しました。

短歌コンテスト� 8月27日

短歌を詠う
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　9月吉日、小澤町長が満100歳を迎えられた３名
を訪問し、長寿のお祝いを贈りました。
　写真は上から、上田ハル子様、岡本良子様、藤田ヨ
シノ様。今後もますますお元気で過ごされることを
願っています。

長寿介護課� 9月19日・21日・28日

100歳おめでとうございます

　奈良県内で一斉に「クリーンアップならキャンペー
ン」が実施され、川西町でも同日に実施しました。親
切・美化奈良県民運動推進協議会、小さな親切運動、
川西町商工会からのお声かけにより、町内の住民や
企業から約120人の皆様に参加いただきました。
　川西町役場から近鉄結崎駅周辺と県道天理王寺線の
一部を回るコースと、井戸橋から寺川堤防沿いから島の
山古墳周辺を回る2コースで清掃活動を実施しました。
　また、町広報誌等の周知により、東方自治会の皆様が
大和川堤防の清掃活動を実施され多くのごみを回収し
ていただきました。参加者皆様のご協力により無事に
実施することができました。ありがとうございました。

クリーンアップならキャンペーン� 9月3日

川西町をみんなで清掃！

　本部役員及び各支部長、計８名で川西町議会を傍
聴しました。日々の暮らしの中で生活実態を肌で感
じているのは女性です。より多くの女性の目線が町
行政に活かされるよう、川西町婦人会も様々な活動
を通じて町行政に参画しています。私たちの住む川
西町も、少子高齢化がどんどん進み、物価高騰等様々
な問題を抱えています。各議員の質問が私たちに身
近な事柄であり、川西町をより良くしようという思
いが伝わり、町行政も川西町を良くするための回答
になっており、答弁を聞いて安心しました。

　川西文化会館で、飲食店をしてみたい！お店の魅
力向上について考えたい！といった人々へ、ミシュ
ランガイド奈良2022年、2023年と２年連続でミシュ
ラングリーンスターに選出された２つのレストラ
ンを経営する株式会社粟の三浦さんを講師に招き、
地域文化を活かしてのお店の魅力づくりについて
講演していただきました。
　講演では、川西町を含む磯城郡の歴史や、大和川
を中心とした多数の河川が流入する川西町の伝統
やルーツについてお話しいただきました。これらの
お話をヒントに、参加者には今後の事業に活かして
いただきたいと思っております。

川西町婦人会活動� 9月12日

川西町を良くするために

創業支援・お店の魅力創出セミナー� 9月16日

魅力的なお店作り

　防災功労者防災担当大臣表彰は、災害時の防災活
動の実施、防災思想の普及又は防災体制の整備の面
で貢献し、特にその功績が顕著であると認められる
団体又は個人を対象として表彰されるものであり、
このたび伊藤彰夫さんが令和５年防災功労者防災
担当大臣表彰を受賞されました。伊藤さんは2011
年に設立された川西町自主防災組織連絡協議会に
おいて、設立時から現在に至るまで会長として本町
の防災力の向上にご尽力いただいており、その功績
が認められ表彰を受賞されました。

総務課� 9月25日

防災功労者防災担当大臣表彰を受賞されました！

文芸�

短 
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企業版ふるさと納税寄付金感謝状贈呈式� 10月5日

川西町”初”の企業版ふるさと納税

　奈良中央信用金庫様からの企業版ふるさと納税
による寄附金と感謝状の贈呈式を行いました。
　式では、高田理事長から小澤町長へ寄附金の目録
が手渡され、町からは感謝状を贈呈。このご寄付を、
令和４年に完成した結崎駅新駅舎を中心として、町
内外の人が集い、賑わいを促進させて駅周辺を活性
化させる事業である「駅周辺賑わい交流事業」に活
用します。
　高田理事長は「信用金庫の役割として地域に貢献
していきたい。寄附金については駅周辺賑わい交流
事業に有効に活用していただきたい」と思いを述べ
られました。
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議
会
だ
よ
り

令
和
５
年
川
西
町
議
会　

第
３
回
定
例
会

令
和
５
年
川
西
町
議
会
第
3

回
定
例
会
が
９
月
８
日
か
ら
22
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和

４
年
度
決
算
、
令
和
５
年
度
補
正

予
算
及
び
条
例
改
正
な
ど
の
認
定

案
７
件
、
議
案
９
件
、
諮
問
１
件
、

同
意
案
１
件
、
発
議
案
１
件
に
つ

い
て
、
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
、

19
案
件
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り
可

決
等
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
案
件
・

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
認
定
第
１
号　

令
和
４
年
度
川
西
町
一
般
会
計
決

算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
多
数
）

▼
認
定
第
２
号　

令
和
４
年
度
川
西
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
多
数
）

▼
認
定
第
３
号　

令
和
４
年
度
川
西
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
多
数
）

▼
認
定
第
４
号　

令
和
４
年
度
川
西
町
介
護
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
多
数
）

▼
認
定
第
５
号　

令
和
４
年
度
川
西
町
介
護
保
険
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

▼
認
定
第
６
号　

令
和
４
年
度
川
西
町
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算
に

つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
多
数
）

▼
認
定
第
７
号　

令
和
４
年
度
川
西
町
下
水
道
事
業

会
計
決
算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

令
和
4
年
度
各
会
計
の
決
算
内

容
（
認
定
第
1
〜
7
号
）
は
8
ペ

ー
ジ
〜
11
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
議
案
第
33
号　

令
和
５
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
２
５
８

１
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
56
億
３
９
９
万

９
千
円
と
す
る
も
の
。

ま
た
、
地
方
債
補
正
と
し
て
、

地
域
活
性
化
事
業
債
及
び
臨
時

財
政
対
策
債
の
発
行
限
度
額
を

増
減
し
、
そ
の
限
度
額
総
額
を

１
３
４
４
万
４
千
円
増
額
し
て
、

３
億
３
５
１
７
万
１
千
円
と
し

ま
す
。

主
な
歳
出
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
で
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
関
連
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
秋
冬
接
種
に
係
る

追
加
経
費
、
国
の
標
準
仕
様
に
準

拠
し
た
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
へ

の
移
行
準
備
委
託
費
、
東
城
地
区

整
備
事
業
の
道
路
ル
ー
ト
変
更

に
伴
う
測
量
・
設
計
委
託
費
、
ぬ

く
も
り
の
郷
の
設
備
修
繕
や
空

調
設
備
更
新
に
係
る
追
加
経
費
、

そ
の
他
人
事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
調
整
な
ど
。

総
務
費　
　
　

企
画
費
で
は
、
高
齢
者
の
外
出

支
援
、
公
共
交
通
利
用
困
難
者
の

移
動
補
助
手
段
と
し
て
有
効
な
、

電
動
車
椅
子
の
利
用
支
援
金
と
し

て
30
万
円
を
計
上
。

民
生
費　
　
　

社
会
福
祉
総
務
費
で
は
、
国
の

標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
、
障
害
福

祉
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
向
け
た

デ
ー
タ
抽
出
や
準
備
作
業
経
費
と

し
て
８
３
７
万
１
千
円
を
、
老
人

福
祉
費
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
光
熱
費
等
高
騰
対
策
一
時

支
援
金
と
し
て
37
万
２
千
円
を
、

ぬ
く
も
り
の
郷
管
理
費
で
は
、
空

調
設
備
更
新
工
事
に
係
る
追
加
経

費
や
、
定
期
点
検
に
よ
り
必
要
と

さ
れ
た
消
防
設
備
の
更
新
・
修
繕

経
費
と
し
て
３
４
３
万
円
を
、
放

課
後
児
童
対
策
費
で
は
、
学
童
保

育
所
増
築
に
か
か
る
登
記
事
務
・

建
築
確
認
申
請
事
務
等
経
費
の
ほ

か
、
学
校
給
食
の
な
い
日
に
学
童

保
育
利
用
児
童
に
対
し
て
行
う
昼

食
提
供
事
業
費
96
万
４
千
円
を
計

上
。

衛
生
費　
　
　

予
防
費
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
秋
冬
の
集
団
接

種
に
か
か
る
諸
経
費
と
し
て

１
２
４
３
万
８
千
円
を
計
上
。

土
木
費　
　
　

都
市
計
画
総
務
費
で
は
、
東
城

地
区
南
工
区
の
ル
ー
ト
変
更
に
係

る
用
地
測
量
・
詳
細
設
計
業
務
委

託
費
と
し
て
１
４
４
１
万
円
、
都

市
公
園
費
で
は
、
遊
具
等
定
期
点

検
業
務
委
託
に
係
る
追
加
経
費
と

し
て
22
万
６
千
円
を
計
上
。

教
育
費　
　
　

事
務
局
費
で
は
、
特
定
建

築
物
定
期
調
査
業
務
費
と
し
て

25
万
３
千
円
、学
校
管
理
費
で
は
、

国
の
指
定
を
受
け
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
端
末
の
優
れ
た
活
用
や
実

践
事
例
を
発
信
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
事
業
の
受
託
経

費
と
し
て
26
万
８
千
円
を
計
上
。

歳
入
補
正
予
算

分
担
金
及
び
負
担
金
、
各
種
国

庫
支
出
金
、繰
越
金
な
ど
の
ほ
か
、

町
債
を
追
加
計
上
。

▼
議
案
第
34
号　

令
和
５
年
度
川
西
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
５
４

万
４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
10
億
５
６
６
５
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
出
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
始
ま
る

出
産
前
後
に
係
る
国
保
税
の
一
部

免
除
措
置
に
対
応
し
た
国
民
健
康

保
険
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
な
ど
、

問�　

議
会
事
務
局

　

☎
0
7
4
5（

44
）2
6
8
1

こ
れ
に
対
す
る
歳
入
と
し
て
は
、

県
支
出
金
及
び
繰
入
金
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

▼
議
案
第
35
号　

令
和
５
年
度
川
西
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
７

８
万
２
千
円
を
減
じ
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
１
億
８
６
５
４
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、

人
事
異
動
に
係
る
人
件
費
の
減
額

に
よ
る
も
の
。

▼
議
案
第
36
号　

令
和
５
年
度
川
西
町
介
護
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
９

４
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
10
億
９
３
５

８
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
、
歳

出
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
介

護
給
付
費
の
国
・
県
・
支
払
基
金

へ
の
返
還
金
及
び
人
員
増
に
伴
う

人
件
費
増
に
よ
る
も
の
。
ま
た
、

こ
れ
に
対
す
る
歳
入
と
し
て
は
、

繰
越
金
及
び
繰
入
金
な
ど
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

▼
議
案
第
37
号　

令
和
５
年
度
川
西
町
介
護
保
険
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
繰
越
金
の
増

額
と
同
額
の
繰
入
金
を
減
額
す
る

財
源
更
正
を
行
っ
た
も
の
。

　

こ
れ
は
、
議
会
の
議
決
科
目
で

あ
る
款
項
の
額
に
異
動
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
と
し
て
上

程
し
た
も
の
で
す
。

▼
議
案
第
38
号　

川
西
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

　

子
ど
も
医
療
費
の
対
象
年
齢
の

拡
大
に
関
し
て
は
、
昨
年
12
月
定

例
会
で
、
す
で
に
条
例
改
正
の
議

決
済
で
す
が
、
今
般
、
県
よ
り
参

考
条
例
案
が
示
さ
れ
、
助
成
要
件

の
明
確
化
や
用
語
の
整
理
が
な
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
、

条
文
の
改
正
を
行
う
も
の
。

施
行
は
公
布
の
日
か
ら
、
適
用

は
令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
と
し

て
お
り
ま
す
。

▼
議
案
第
39
号　

川
西
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

こ
れ
は
、
本
年
５
月
、
子
ど
も

家
庭
庁
の
局
長
通
知
に
よ
り
、
放

課
後
児
童
支
援
員
と
み
な
す
者
の

基
準
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
に
準
じ
て
、
本
条
例
の

附
則
を
改
正
す
る
も
の
。

施
行
期
日
は
、
公
布
の
日
か
ら

と
し
て
お
り
ま
す
。

▼
議
案
第
40
号　

川
西
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

こ
れ
は
、
結
崎
駅
前
公
園
の
整

備
完
了
及
び
供
用
開
始
に
伴
い
、

新
た
に
そ
の
利
用
に
係
る
使
用
料

を
、
利
用
の
方
法
、
曜
日
、
時
間

帯
ご
と
に
区
分
し
て
定
め
、
別
表

と
し
て
新
た
に
規
定
し
た
も
の
。

な
お
、
施
行
期
日
は
10
月
１

日
、
施
行
前
の
申
請
・
許
可
分
に

つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
る
と

す
る
経
過
措
置
を
も
う
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

▼
議
案
第
41
号　

川
西
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
全

部
改
正
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
／
賛
成
全
員
）

こ
れ
は
、
従
前
の
企
業
立
地
促

進
条
例
の
考
え
方
を
引
き
継
ぎ
つ

つ
、
用
語
の
定
義
の
明
確
化
、
暴

力
団
排
除
規
定
の
追
加
、
雇
用
奨

励
金
の
対
象
と
な
る
常
時
勤
務
従

業
員
の
範
囲
拡
大
、
立
入
検
査
等

の
規
定
の
追
加
な
ど
、
全
般
的
な

見
直
し
・
整
備
を
行
う
た
め
、
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
施
行
期
日
は
公
布
の
日

か
ら
、
施
行
前
の
申
請
に
か
か
る

奨
励
措
置
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

例
に
よ
る
と
す
る
経
過
措
置
を
も

う
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

▼
諮
問
第
１
号　

川
西
町
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

（
原
案
同
意
／
賛
成
全
員
）

人
権
擁
護
委
員
に
、
薦
田　

義

治(

こ
も
だ　

よ
し
は
る)

氏
の

再
任
の
推
薦
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

▼
同
意
第
５
号　

川
西
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

（
原
案
同
意
／
賛
成
全
員
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

瀬
川　

幸
子
（
せ
が
わ　

よ
し

こ
）
氏
（
再
任
）
任
期
は
、
本
年

10
月
１
日
か
ら
４
年
間
。

▼
発
議
第
４
号　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を

求
め
る
意
見
書
を
政
府
に
送
付
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

（
原
案
採
択
／
賛
成
多
数
）

■賛否が分かれた議案等
松
波
芳
子

齋
藤
麻
由

安
達
憲
太
郎

阪
本　

学

弓
仲
利
博

福
山
臣
尾

堀　
　

格

安
井
知
子

伊
藤
彰
夫

石
田
三
郎

寺
澤
秀
和

芝　

和
也

認定第1号 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ●
認定第2号 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ●
認定第3号 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ●
認定第4号 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ●
認定第6号 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ● 欠 〇 〇 〇
発議第4号 〇 〇 〇 ● － ● ● 〇 欠 〇 ● 〇

〇：賛成	 ●：反対	 議長は議決に加わらないため「－」と表示
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くらしの情報くらしの情報
くわしくは、問い合わせ先の機関のホームページ等で内
容を確認してください。また、問い合わせや申し込みに
つきましては、特記していない限り、平日の業務時間内
での対応となります。
また、年表記の記載がないものは原則として、直近の年
の月日を示しています。

役場・町施設の電話番号

総務課 0745（44）2211
総合政策課 0745（44）2213
デジタル推進室 0745（44）3920
税務課 0745（44）2642
債権管理課 0745（44）2621
住民保険課 0745（44）2611
環境整備事務所 0745（43）1766
福祉こども課 0745（44）2631
長寿介護課 0745（44）2635
地域包括支援センタ－ 0745（42）1180
保健センター 0745（43）1900
まちマネジメント課 0745（44）2679
下水道事業事業課 0745（44）2679
まちづくり推進課 0745（44）2280
議会事務局 0745（44）2681
会計課 0745（44）2648
教育総務課 0745（44）2684
社会教育課 0745（44）2214
文化会館 0745（44）2214
図書館 0745（44）2212
西人権文化センター 0745（44）2080
東人権文化センター 0743（64）0650
いぶき子どもセンター 0745（43）0550
すばる子どもセンター 0743（64）1989
子育て支援センター 0745（43）2575
中央体育館 0745（44）1616
役場1階　　ＦＡＸ 0745（44）4780
役場2階　　ＦＡＸ 0745（44）4734
教育委員会　ＦＡＸ 0745（43）3245
磯城郡水道企業団 0744（32）2516

川西町公式Webサイト
https://www.town.nara-kawanishi.lg.jp/

令和5年度

低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯
生活支援特別給付金
　低所得の子育て世帯の方で食費等の物価高騰の
影響を受けて家計が急変している方へ給付金の申
請を受付をしています。

▼申請受付中の支給対象者
　対象児童（令和5年3月31日時点で18歳未満の子

（障がいをお持ちのお子様については20歳未満）の
養育者であって、食費等の物価高騰の影響を受け
て令和5年1月以降家計が急変し、
①�収入見込額が令和5年度分住民税均等割非課税

世帯と同じ水準になっている人
②�収入が児童扶養手当を受給している人と同じ水

準となっているひとり親世帯の人

▼支給額
児童1人当たり一律 5万円（1回限り）
※令和6年2月末までに生まれた新生児も対象

▼申請方法
申請用紙（窓口・ホームページよりダウンロード）、
必要書類とともに、住民保険課までご提出ください。

▼申請期限
令和6年2月末まで

問�　住民保険課
☎ 0745（44）2611

国民健康保険の加入者に
人間ドック費用の一部助成を行っています
　川西町では、生活習慣病等の早期発見・早期治療
や、健康を保持増進することを目的として、国民健
康保険に加入している人の人間ドックの費用の一部
助成を行っています。

対象者
　次の①～⑤全てに該当する人
①�受診日時点で、満40歳以上75歳未満の川西町国民

健康被保険者（年度中に75歳になる人は、誕生日
の前日まで）

②�受診日の過去1年間、引き続き被保険者の資格が
あること

③国民健康保険税を完納している人
④�人間ドックの検査結果を、特定健康診査・特定保健

指導に利用するため、そのことに同意していただ
ける人

⑤�受診する年度において特定健康診査を受けていな
いこと

助成金額
　20，000円（ただし、受診料が20，000円未満の場合は、
受診料が助成額となります。）1人につき1年度に1回まで

期間　4月1日～令和6年3月31日

医療機関
　指定の医療機関はございません。特定健康診査の
項目を含む人間ドックを実施している医療機関が対
象となります。

利用方法　
①�受診前に、住民保険課で助成金交付申請をしてく

ださい。（受診後の申請は受付できません）申請に
は保険証が必要です。助成ができる場合、「助成金
交付決定通知書」「助成金交付請求書」等を後日ご
自宅に送付いたします。

②�希望する医療機関に直接申し込んでください。
　※人間ドックの医療機関は指定していません。
③�医療機関で受診し、かかった費用を全額お支払い

ください。「領収書」「検査結果」を受け取ります。
④�受診後すみやかに、「助成金交付請求書」「領収書」
「検査結果」「質問票」を持って、住民保険課に助成

金の請求をしてください。後日、助成金を交付し
ます。

申・問�　住民保険課
☎ 0745（44）2611 

利用の流れ

事前に役場で
申請の手続き

1 2 3 4

医療機関に予約 人間ドックを受診 受診後に役場で
助成金の手続き

受診前に、住民保険課
で申請をしてください。
（受診後の申請は受付
できません）

受診後はすみやかに、 
住民保険課で助成金の 
請求の手続きをしてく 
ださい。

希望する医療機関に直 
接お申し込みください。 
医療機関の指定はあり 
ません。

予約をした医療機関で 
人間ドックを受診して 
ください。

必要なもの 必要なもの

①保険証 ①助成金交付請求書 
②領収書 
③人間ドック検査結果
④質問票
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令和6年度

幼稚園・保育所等新入園児募集
▼申込できる人
（幼稚園）

平成30年４月２日から令和３年４月１日の間に生
まれた児童の保護者

（保育所等）
平成30年４月２日以降に生まれた児童について、就
労等により子どもを保育できない世帯の保護者

▼申込受付窓口
（認定こども園川西幼稚園（幼稚園部分））

教育委員会事務局　教育総務課
（上記以外の教育・保育施設）

福祉こども課

※注意点
認定こども園川西幼稚園の幼稚園部分の申込は、教
育委員会事務局教育総務課で受付を行いますが、保
育所部分の申込は、福祉こども課で受付を行います。
受付窓口が異なりますので、ご注意ください！

▼申込受付期間
11月1日（水）～11月17日（金）（土日祝日を除く）

※�０歳児（令和６年４月１日時点で０歳の児童）の申
込については、令和６年４月、令和６年５月入園
を一括で募集します。

▼必要書類
(1) または (2) のいずれかにより取得のうえ、申込
してください。
(1)ホームページで公開
(2)受付窓口で配布
認定こども園川西幼稚園（幼稚園部分）
教育委員会事務局　教育総務課
認定こども園川西幼稚園（幼稚園部分）以外
福祉こども課

▼お問い合わせ
教育委員会事務局　教育総務課
認定こども園川西幼稚園に関するご質問全般
認定こども園川西幼稚園（幼稚園部分）の申込に関す
ること
福祉こども課
教育委員会事務局教育総務課で対応する内容以外の
ご質問全般

町内教育・保育施設の年齢別利用定員・在籍児童数の一覧表
川西幼稚園

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計
利用定員（教育） 30 30 30 90
在籍児童数（教育） 10 10 13 33
利用定員（保育） 8 8 8 24
在籍児童数（保育） 2 6 7 15

成和保育園
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

利用定員 9 18 18 18 18 18 99
在籍児童数 3 13 13 23 14 19 85

川西こども園
0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

利用定員（教育） 5 5 5 15
在籍児童数（教育） 4 5 5 14
利用定員（保育） 10 15 15 15 15 15 85
在籍児童数（保育） 9 15 18 15 16 18 91

※注
・令和5年10月1日現在の情報です。
・原則として、現在在籍している児童は優先的に次年度のクラスに繰り上がります。

結崎駅前広場に� �
遊具と日除けベンチを設置しました

　結崎駅前広場・南側エリアにて実施していました
遊具・日除け等の設置工事が完了し、利用可能とな
りましたので、お知らせいたします。結崎駅前広場
にお越しの際は、ぜひご利用ください。
　３種類の遊具（複合遊具・回転遊具・スプリング遊
具）は、ヨーロッパ・デンマークにあるコンパン社に
て企画・設計・製造されており、結崎駅前広場の景観
に調和するものを厳選いたしました。県内や国内で
も設置事例がまだまだ少ない遊具となっておりま
すので、「他の公園には無い・結崎駅前広場にしか無
い」遊具を、ぜひお楽しみください。
　敷地南側に設置した日除けベンチの屋根素材には、
オズ・ワーク社の「金属製フラクタル」を採用いたし
ました。遮熱性・耐久性・防風性に優れており、木陰
の下にいるような居心地を再現しています。サイド
テーブルや植栽も併せて設置しておりますので、休
憩場所としてもご利用ください。

問�　まちづくり推進課
☎ 0745（44）2280

天
理
教

ス
ー
パ
ー

近
鉄
結
崎
駅

〒

駅
前
広
場

古
墳 駅舎

（西改札口）

結崎駅前
ロータリー

結崎駅前駐輪場（町営）

N

遊具設置箇所
（南側／人工芝エリア）

結
崎
駅
前
広
場
全
体
図

日
除
け
ベ
ン
チ

結
崎
駅
前
広
場
の
遊
具

複
合
遊
具

回
転
遊
具

ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
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住民票・印鑑登録証明書の
コンビニ交付サービスがご利用いただけます
利用できる人
　川西町に住所があり、利用者証明用電子証明書（数
字4桁の暗証番号）が搭載されたマイナンバーカード
を持っている人

取得できる証明書・手数料

証明書の種類 取得できる範囲 手数料

住民票の写し

川西町に住民登録がある人
と、同じ世帯の人

（本籍地・続柄・個人番号の
記載有無の選択可）

300円

印鑑登録 
証明書

川西町に住民登録があり、
印鑑登録をしている人 

（本人のみ）
300円

利用できる時間　午前6時30分～午後11時
（メンテナンス日を除く）

利用できる店舗
全国のセブンイレブン、ローソン、ファミリーマー
トなど、コンビニ交付サービス対応のマルチコピー
機を設置している店舗

利用方法
①�店舗に設置されているマルチコピー機の画面に表

示される「行政サービス」を選択します。
②「証明書交付サービス」を選択します。
③�ＩＣカードリーダーにマイナンバーカードを置き、

利用者証明用電子証明書の暗証番号（数字４桁）を
入力します。

④�証明書の種別（住民票・印鑑登録証明書）や部数を
選択し、証明書交付手数料を納付します。

※�コンビニエンスストアで取得した証明書の返品、
交換や手数料の返金はできません。

※証明書等の休日交付は廃止となりました。

問�　住民保険課　☎︎ 0745（44）2611

マイナンバーカード出張申請受付

ご自宅へのマイナンバーカード出張申請受付を実施しています
　役場へ来庁が難しい人を対象に、ご自宅でのマイナンバーカードの申請受付を予約制にて実施します。職員が
ご自宅へ訪問し、写真撮影など申請のサポートを行います。所要時間は15分程度です。（なお介助が必要な人につ
いては訪問当日に介助者が同席していただく必要があります。）申請後、約1ヶ月程度で簡易書留にて郵送します。

▼対象者
　ご自宅で介護を受けている人、高齢の人、小さな
お子様がいるご家庭など、役場へ来庁が難しい人で
下記の①及び②を満たす人。
①川西町にお住まいで、川西町に住民登録がある人
②初めてマイナンバーカードを申請する人

▼訪問当日に必要なもの
・本人確認書類（※詳細については右記参照）
・通知カード（お持ちの人のみ）
・住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）

▼日時
平日　※土日祝日を除く

〈午前の部〉 午前９時30分～11時30分　
〈午後の部〉 午後１時30分～４時

▼予約方法
ご希望の1週間前までに、住民保険課までお電話く
ださい。ご希望の日時をお伺いし、後日回答します。

▼本人確認書類

本人確認書類 種類
（有効期限内のもの） 必要個数

写真付きを
お持ちの場合

免許証、パスポート、身
体障害者手帳など 1点

写真無しのみを
お持ちの場合

健康保険証、介護保険
証、年金手帳など 2点

※�マイナンバーカードの受取りのみのお手続きは行
えません。

問�　住民保険課　☎︎ 0745（44）2611

高齢者インフルエンザ予防接種

▼対象者
・接種日時点で、65歳以上の人
・�接種日時点で、60歳以上65歳未満の人で心臓・腎

臓・呼吸器の機能又はヒト免疫ウイルスによる免疫
機能障害がある障害者手帳１・２級相当の人

接種場所 手続き（持ち物）

町内医療機関 医療機関に予約方法等を確認し
て接種（1,500 円・健康保険証）

町外医療機関

医療機関に予約し、事前に保健
センターで町外医療機関接種手
続きを行う。（1,500 円・マイナ
ンバーカードもしくは健康保険
証など）

▼接種期間
10月１日～12月末日まで　※休診日を除く

▼接種回数　１回　　▼費用　1,500円
※�生活保護世帯及び町民税非課税世帯の人は、費用

負担免除となる手続きがあります。

▼手続の場所　保健センター

▼必要なもの
①�世帯全員のマイナンバーがわかるもの（マイナン

バーカードなど）
②本人確認書類
※�写真付きなら１種類（マイナンバーカード、運転免

許証など）
※�写真がないものなら２種類（健康保険証、年金手帳、

介護保険証）

問�　保健センター
☎ 0745（43）1900

ごみの出し方について

　ごみ置き場には間違った出し方のごみが見られま
す。家庭ごみ分別の手引きやごみ収集日カレンダー
をご確認いただき決められた方法で、決められた曜
日に出してください。

▼注意点
・�小型家電は30リットル以下の透明の中の見える

袋で出してください。
・�小型家電を購入した際のダンボールなどに入れて

出さないでください。
・�小型家電以外の燃やさないごみや電池などの有害

ごみは一緒に入れないでください。
・�照明器具に蛍光灯を付けたまま小型家電に出さな

いでください。
・�電池、蛍光灯などの水銀を含むものは有害ごみと

して透明の中の見える袋に入れて出してください。
・�電池、蛍光灯はそれぞれ別々の袋に入れてください。
・�有害ごみの袋と小型家電の袋を結んで出さないで

ください。

※�燃やさないごみを回収した後に、小型家電を回収
しますが、ごみは決められた曜日の朝8時30分ま
でに出してください。ごみ袋に入れて出すように
指定している場合は、必ずごみ袋の上部をしばっ
て出してください。上部をしばらずに出すとカラ
スなどがごみをあさることや、ごみ袋が倒れて中
のごみが集積所に散乱することもあるので、必ず
守ってください。

▼よくある出し間違い
・�プラスチック製容器包装の日に、プラスチック製

のハンガー、バケツ、おもちゃ、CD、ビデオテープ
などが出されていますが、これらは燃やすごみの
日に黄色の町指定ごみ袋に入れて出してください。

問�　住民保険課
☎ 0745（44）2611 
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イ
ベ
ン
ト

▼�

中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ�

町
民
開
放
日

11
月
の
開
放
日 

11
月
11
日（
土
） 

対
象　

川
西
町
在
住
・
在
勤
者

問�　

中
央
体
育
館

　

☎
０
７
４
５（
44
）１
６
１
６

▼
20
歳
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
11
月
２
日（
木
）時
点

で
川
西
町
に
住
所
が
あ
り
、今
年

度
に
20
歳
を
迎
え
る
人
に
は
、12

月
初
め
に
案
内
状（
ハ
ガ
キ
）を
送

付
し
ま
す
。
転
出
し
て
川
西
町
に

住
所
が
な
い
人
で
、川
西
町
で
の

参
加
を
希
望
す
る
今
年
度
に
20
歳

を
迎
え
る
人
は
、11
月
20
日（
月
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

実�

施
予
定
日
時　

令
和
６
年
１
月

８
日（
月
・
祝
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～

開
式　

午
前
10
時

対�

象
者　

平
成
15
年
４
月
２
日
～

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

問�　

社
会
教
育
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

▼�

人
・
愛
・
ふ
れ
あ
い
の�

つ
ど
い
の
ご
案
内

日�

時　

12
月
２
日（
土
）午
後
１
時

30
分
～
３
時（
午
後
１
時
開
場
）

場
所　

コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

内�

容　
「
い
の
ち
か
ら
、
い
の
ち

へ
～
生
か
さ
れ
て
い
る
と
気
付

い
た
日
～
」

講�

師　

い
の
ち
の
講
演
家　

岩
崎

順
子
さ
ん

　

�　

幼
い
子
ど
も
達
３
人
が
他
界

し
た
父
親
の
身
体
の
上
に
乗
り

遊
ん
だ
体
験
を
綴
っ
た『
ガ
ン

が
病
気
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
と
き
』

（
青
海
社
）著
者
。

問�　

川
西
町
人
推
協
事
務
局（
町

教
育
委
員
会
内
）

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

▼
餅
つ
き
大
会

　

つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
、み
ん

な
で
食
べ
よ
う
！
お
も
ち
が
な
く

な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

日�

時　

12
月
９
日（
土
）午
前
11
時
～

場�

所　

文
化
会
館
・
け
や
き
ホ
ー

ル
前
駐
車
場

参�

加
費　

小
学
生
以
上　

１
５
０

円　

3
歳
～
5
歳
児　

50
円　

未
就
学
児　

無
料

問�　

い
ぶ
き
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）０
５
５
０

　

す
ば
る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
３（
64
）１
９
８
９

▼�

犯
罪
被
害
者
支
援�

奈
良
県
民
の
つ
ど
い

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
人
と
家
族
、遺
族
の
置

か
れ
た
状
況
や
こ
れ
ら
の
人
々
に

対
す
る
支
援
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

開
催
し
ま
す
。

・
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

開�

催
日
時　

11
月
6
日（
月
）午
前

11
時
～
午
後
3
時

開�

催
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の

原　

2
階
平
安
コ
ー
ト

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」に
よ
る
、事
件
、事
故

な
ど
に
よ
っ
て
理
不
尽
に
生
命
を

奪
わ
れ
た
犠
牲
者
が
主
役
の
ア
ー

ト
展
で
す
。

・
式
典
・
特
別
講
演

開�

催
日
時　

11
月
27
日（
月
）午
後

１
時
～
３
時
45
分　
（
開
場　

午
後
0
時
30
分
）

開�

催
場
所　

奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

ウ�

ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト　

奈
良

県
警
察
音
楽
隊

講�

演　

平
井　

紀
夫
さ
ん（
公
益

社
団
法
人
全
国
被
害
者
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク　

特
別
顧
問（
前

理
事
長
））

　

�「
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
支
援
～

私
の
体
験
～
」

問�　

奈
良
県
人
権
施
策
課　

　

☎
０
７
４
2（

27
）８
７
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
４
２（
27
）８
７
２
１

▼�『
中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式

と
人
権
の
つ
ど
い
ｉ
ｎ�

大
和
高
田
』

　

12
月
の
人
権
週
間
の
一
環
と
し

て
、中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

人
権
の
つ
ど
い
が
大
和
高
田
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

日�

時　

12
月
２
日（
土
）午
後
１
時

～
３
時
50
分

場�

所　

奈
良
県
大
和
高
田
市
本
郷

町
６
番
36
号
大
和
高
田
市
文
化

会
館（
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
）

内�

容　

・
片
塩
小
学
校
金
管
ク
ラ

ブ
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

・
一
日
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

�（
大
和
高
田
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
み
く
ち
ゃ
ん
、児
童
・

生
徒
２
名
）

・�

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
奈
良
県
大
会
表
彰
式

・
優
秀
作
品
の
朗
読

・�

大
和
高
田
市
立
３
中
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏

申��　

不
要（
未
就
学
児
に
つ
い
て

も
入
場
可
）

主�

催　

奈
良
県
人
権
啓
発
活
動 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会（
奈
良

地
方
法
務
局
・
奈
良
県
・
奈
良
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
）

問�　

奈
良
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://

houm
ukyoku.m

oj.go.jp/
nara/

）

　

�

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
４
２（
23
）５
４
５
７

　

�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（
土
、日
及
び
祝
日
を
除
く
。）

▼�

防
災
講
演
会
の
開
催

　

自
主
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
防

災
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

兵
庫
県
庁
の
防
災
部
局
に
20
年
以

上
従
事
し
、災
害
対
応
に
当
た
ら

れ
た
ご
経
験
の
あ
る
田
中
健
一
氏

に
、自
主
防
災
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

日�

時　

12
月
3
日（
日
）午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

場�

所　

川
西
文
化
会
館（
コ
ス
モ

ス
ホ
ー
ル
）

問�　

総
務
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
１

講　

座

▼
手
話
教
室
を
開
催 

　

手
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？「
手
話
っ
て
ど
ん
な
も
の
だ

ろ
う
」「
手
話
を
習
っ
て
み
た
い
」

そ
ん
な
人
は
お
気
軽
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日�

時　

12
月
12
日（
火
）～
２
月
６

日（
火
）　

全
８
回

　

�

毎
週
火
曜
日（
年
始
除
く
）　

午

前
10
時
～
正
午　

場�

所　

川
西
文
化
会
館
サ
ー
ク
ル

室
、三
宅
町
あ
ざ
さ
苑

定
員　

15
名

対�

象　

川
西
町
在
住
・
在
勤
で
16

歳
以
上
の
人

申�

込
期
間　

11
月
1
日（
水
）～
11

月
15
日（
水
）

※�

申
込
人
数
が
少
な
い
場
合
は
、

中
止
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

費
用　

無
料

問�
・
申　

福
祉
こ
ど
も
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
４
５（
44
）４
７
８
０

▼�

い
き
い
き
広
輪 「
１
日
講
座
」

《
お
正
月
の
壁
か
ざ
り
》

　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
バ

ラ
、
あ
じ
さ
い
、
か
す
み
草
や
ア

ー
ト
の
松
を
使
い
羽
子
板
の
形
の

壁
掛
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

日�

時　

11
月
16（
木
）　

午
後
1
時

30
分
～

場
所　

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

講�

師　

河
西
靖
子
先
生（
日
本
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
本
部

講
師
）

費
用　

２
０
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

10
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

ピ
ン
セ
ッ
ト
・
は
さ
み

申�

込
期
限　

11
月
6
日（
月
）～
8

日（
水
）

　

申
込
期
間
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の

場
合
、材
料
費
は
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
材
料
は
、

開
催
日
以
後
に
お
渡
し
し
ま
す
）

申
・
問�　

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
０
８
０

▼�

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援�

講
習
会
開
催
に
つ
い
て

　

高
齢
者
等
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
の

不
安
解
消
に
向
け
て
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
経
由
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

行
政
手
続
等
に
関
す
る
助
言
・
相

談
等
を
行
う
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
」及

び
、「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
方
法
」

で
す
。

日�

時　

11
月
27
日（
月
）午
前
10
時

～　

2
時
間
程
度

場�

所　

川
西
町
役
場　

２
０
１
会

議
室

申
込
期
限　

11
月
17
日（
金
）

※�

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問�　

税
務
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
４
２

子
育
て

▼
第
４
回
子
育
て
講
座

　

子
育
て
講
座
は
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
人
、川

西
町
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

日�

時　

11
月
15
日（
水
）午
前
10
時

～
11
時
30
分

内
容　
「
大
人
の
ヨ
ガ
」

講�

師　

大
澤　

一
榮　

氏（
ヨ
ガ

指
導
者
）

申
込
期
限　

11
月
14
日（
火
）

申
・
問�　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）２
５
７
５

▼
お
で
か
け
広
場

日�

時　

11
月
24
日（
金
）午
前
10
時

～
11
時
30
分

場
所　

川
西
幼
稚
園　

園
庭

対�

象　

0
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

申
込
期
限　

11
月
22
日（
水
）

※�

川
西
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
親
子
の

参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

申
・
問�　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）２
５
７
５

▼�

め
ば
え
広
場�

（
0
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の

未
就
園
児
対
象
）

　

川
西
町
に
お
住
い
の
０
～
３
歳

の
親
子
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

く
場
で
す
。
対
象
自
治
会
に
お
住

い
の
人
に
は
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
が
直
接
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

案
内
状
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
留
守
の
場
合
は
、郵
便
ポ
ス

ト
に
投
函
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日�

時　

11
月
７
日（
火
）午
前
10
時

～
11
時
30
分　

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
自
治
会　

市
場
・
中
村
・
南
団

地
・
美
ノ
城

問�　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）２
５
７
５
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▼
お
た
の
し
み
デ
ー

　

お
誕
生
日
の
子
ど
も
達
に
は
、

誕
生
日
カ
ー
ド
・
写
真
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
幼
稚
園
・
保

育
園
・
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日�

時　

11
月
18
日（
土
）午
前
11
時

～
11
時
30
分

内�

容　

11
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

申�

込
期
限　

11
月
17
日（
金
）

申
・
問�　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）２
５
７
５

▼
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、赤
ち
ゃ

ん
の
脳
や
身
体
機
能
の
発
達
を
促

し
親
子
の
き
ず
な
を
深
め
赤
ち
ゃ

ん
の
心
を
は
ぐ
く
む
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
親
子
の
参

加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日�

時　

11
月
22
日（
水
）午
前
10
時

～
11
時
30
分

対�

象　

新
生
児
～
8
か
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

申
込
期
限　

11
月
21
日（
火
）

申
・
問�　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）２
５
７
５

▼
パ
パ
と
ク
ッ
キ
ン
グ

　

パ
パ
と
一
緒
に
ク
ッ
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
ク
ッ
キ

ン
グ
を
き
っ
か
け
に
、パ
パ
と
子

ど
も
の
絆
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
か

も
！
？
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。

対
象
者　

３
、４
、５
歳
児
と
パ
パ

日�
時　

11
月
23
日（
木
・
祝
）午
前

9
時
40
分
～
午
後
1
時
30
分

定
員　

8
組

内�

容　

鶏
の
か
ら
あ
げ
野
菜
あ
ん

か
け
、
中
華
ス
ー
プ
、
ア
ッ
プ

ル
ジ
ャ
ム
パ
イ

材�

料
費　

親
子
1
組　

５
０
０
円

（
同
伴
き
ょ
う
だ
い
１
人
に
つ

き
２
０
０
円
）

持�

ち
物　

エ
プ
ロ
ン・
三
角
巾
・
上

靴・母
子
健
康
手
帳・水
筒（
お
茶
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

申�

込　

11
月
15
日（
水
）ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と

な
り
ま
す
。

申
・
問�　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

▼
赤
ち
ゃ
ん
体
操
教
室

　

体
操
を
通
じ
て
、赤
ち
ゃ
ん
の

成
長
・
発
達
を
う
な
が
し
、
育
児

を
楽
し
く
行
っ
て
も
ら
う
た
め
の

教
室
で
す
。

対�

象　

生
後
２
か
月
か
ら
独
歩
で

き
る
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

日�

時　

11
月
13
日（
月
）午
前
10
時

～
11
時
30
分（
受
付
９
時
45
分
～
）

持�

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス

タ
オ
ル
、オ
ム
ツ
等
子
ど
も
に

必
要
な
も
の

場�

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
・
問�　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

▼�

キ
ッ
ズ�

か
ら
だ
あ
そ
び
教
室

　

手
先
や
体
を
使
っ
た
遊
び
・
ふ

れ
あ
い
遊
び
な
ど
、親
子
で
一
緒

に
楽
し
く
色
々
な
遊
び
を
体
験
し

な
が
ら
、よ
り
よ
い
親
子
関
係
を

つ
く
り
、子
ど
も
の
育
ち
を
応
援

し
て
い
く
教
室
で
す
。
今
回
は「
新

聞
遊
び
」を
し
ま
す
。

対�

象　

歩
き
始
め
か
ら
2
歳
頃
ま

で
の
子
ど
も
と
保
護
者

日�

時　

11
月
22
日（
水
）午
前
10
時

～
11
時
30
分（
受
付
9
時
45
分
～
）

持�

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス

タ
オ
ル
、オ
ム
ツ
等
子
ど
も
に

必
要
な
も
の

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
・
問�　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

保健センター　こどもの健康診査
　お子さんの健診、予防接種、教室で来所する際は、必ず母子健康
手帳を持参してください。転入等で予防接種の予診票を持っていな
い人は、保健センターまで連絡してください。

問�・場所　保健センター　☎ 0745（43）1900

▼10月の日程　※対象者には個別に案内しています
項　目 対　象 日　時 内　容

10か月児
健康相談

令和4年11月21日～
令和5年2月20日生

11月16日（木）午前
＊�受付時間は、個別に案内

します。

離乳食のお話、歯磨きのお話、
身体測定、発達・生活・栄養・歯科相談

１歳6か月児
健康診査

令和4年2月22日～
令和4年5月24日生

11月24日（金）午後
＊�受付時間は、個別に案内

します。

問診・身体計測・内科診察・歯科診察・
生活・栄養・歯科・発達相談

▼�

小
児
科
・
産
婦
人
科�

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
小
児
科
医
、

産
婦
人
科
医
、助
産
師
に
無
料
相

談
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

L
I
N
E
の
友
だ
ち
追
加
を
！

L
I
N
E
を
ご
利
用
で
な
い
場

合
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
会
員

登
録
が
で
き
ま
す
。

会
員
登
録
に
必
要
な
合
言
葉
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

▼�

母
子
手
帳
ア
プ
リ�

「
母
子
モ
」配
信
中
！

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
記
録
が

で
き
た
り
、川
西
町
の
子
育
て
情

報
が
届
い
た
り
す
る
ス
マ
ホ
ア
プ

リ「
母
子
モ
」
の
配
信
を
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

健　

康

▼
大
腸
が
ん
検
診（
個
別
）

　

大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
て

治
療
す
れ
ば
90
％
以
上
完
治
が
可

能
な
病
気
で
す
。
大
腸
が
ん
は
早

期
に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、年
に
１
回
は
検
診
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象　

40
歳
以
上
の
人

日�

時　

12
月
14
日（
木
）・
15
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

料�

金　

５
０
０
円（
70
歳
以
上
は

無
料
）

申�

込
期
限　

11
月
30
日（
木
）

　

申
込
者
に
、検
便
の
容
器
と
問

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

問�
・
申　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

▼
男
性
の
料
理
教
室 

　

普
段
、料
理
を
し
な
い
男
性
も

料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
男
性

定
員　

各
日
６
名

日�

時　

①
11
月
14
日（
火
）②
12
月

12
日（
火
）両
日
と
も
午
前
10
時

～
12
時
30
分

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

申�

込
期
限　

①
11
月
10
日（
金
）②

12
月
８
日（
金
）

申
・
問�　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

▼
減
塩
教
室

　

お
い
し
く
食
べ
て
減
塩
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
生

活
習
慣
や
食
習
慣
を
少
し
見
直
し

て
、高
血
圧
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

20
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

日�

時　

12
月
８
日（
金
）午
前
10
時

～
11
時
30
分（
受
付
９
時
45
分
～
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

12
月
７
日（
木
）

申
・
問�　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

手
続
き

�

▼�

11
月
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
月
で
す

　

水
道
の
定
期
検
針
を
実
施
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

子育て支援センター　こんにちは♪ひだまりです♪
11月のスケジュール� 問�　子育て支援センター　☎0745（43）2575

内　容 月　日 時　間 場　所

2日（木） 午前10時～11時30分 0歳児親子広場 子育て支援センター

7日（火） 午前10時～11時30分 ★めばえ広場 子育て支援センター

9日（木） 午前10時～11時30分 2歳児親子広場 子育て支援センター

15日（水） 午前10時～11時30分 ★子育て講座 子育て支援センター

16日（木） 午前10時～11時30分 1歳児親子広場 子育て支援センター

18日（土） 午前11時～11時30分 ★おたのしみデー 子育て支援センター

22日（水） 午前10時～11時30分 ★ベビーマッサージ 子育て支援センター

24日（金） 午前10時～11時30分 ★おでかけ広場 川西幼稚園　園庭

★マークの行事は「子育て」にも案内記事を掲載しています。
・基本的な感染対策をしながら実施します。
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ま
す
。

実�

施
日　

11
月
18
日（
土
）、20
日

（
月
）、21
日（
火
）、22
日（
水
）、

23
日（
木
・
祝
）

　

検
針
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、2

か
月
ご
と
の
基
準
日（
奇
数
月
の

20
日
前
後
）に
検
針
員
が
訪
問
し

ま
す
。
指
示
数
を
確
認
し
、使
用
水

量
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
正

確
で
能
率
的
な
検
針
が
で
き
る
よ

う
、次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

は
、い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
付
近

に
犬
が
い
て
検
針
が
で
き
な
い
、

ま
た
、
車
が
駐
車
し
て
あ
り
、

検
針
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問�　

磯
城
郡
水
道
企
業
団
事
務
局　

　

☎
０
７
４
４（
32
）２
５
１
６

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド�

休
日
・
夜
間
窓
口
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
付
時

間
の
延
長
及
び
休
日
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。（
夜
間
窓
口
の
み

事
前
予
約
必
要
）

11
月
の
開
庁
日

休
日
窓
口　

　

午
前
8
時
30
分
〜
12
時
30
分
ま

で（
予
約
不
要
）

11
月
26
日（
日
）

　

夜
間
窓
口（
毎
月
第
２
・
第
４
火

曜
日
）午
後
７
時
ま
で

①
11
月
14
日（
火
）

②
11
月
28
日（
火
）

　

希
望
す
る
人
は
、当
日
来
庁
す

る
時
間
を
、
①
11
月
13
日（
月
）・

②
11
月
27
日（
月
）午
後
５
時
ま
で
に

ご
連
絡
の
う
え
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
ど
な
た
か
ら
も
予
約
が
無
い
場

合
は
開
庁
し
ま
せ
ん
。

業
務
内
容　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・

交
付
及
び
、電
子
証
明
書
の
更
新

カ
ー
ド
申
請
に
必
要
な
も
の

（
令
和
４
年
４
月
か
ら
申
請
時
来

庁
方
式
を
は
じ
め
ま
し
た
。
詳
し

く
は
川
西
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

①�

通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
い
る「
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼

電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
」※
１

　

ま
た
は
、地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構（
略
称
Ｊ-

Ｌ
Ｉ

Ｓ
）か
ら
送
付
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
付
き
交
付
申
請
書

②
本
人
確
認
書
類

・�

顔
写
真
つ
き
の
公
的
身
分
証
明

書
の
場
合
は
１
点
※
２

・�

顔
顔
写
真
が
な
い
身
分
証
明
書

の
場
合
は
２
点
※
３

③�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の

顔
写
真（
役
場
窓
口
で
職
員
に

よ
る
写
真
撮
影
を
無
料
で
し
て

い
ま
す
。）

　

職
員
に
よ
る
写
真
撮
影
に
ご
了

解
い
た
だ
け
な
い
人
は
、顔
写
真

の
規
格
を
ご
確
認
し
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

顔
写
真
の
規
格

・
サ
イ
ズ

　

縦
４
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

横
３
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

・
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

・
正
面
、無
帽
、無
背
景
の
も
の

④�

申
請
時
来
庁
方
式
で
申
請
さ
れ

る
人

　

通
知
カ
ー
ド（
返
却
）ま
た
は
個

人
番
号
通
知
書（
提
示
）、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
の
み
）

　

有
効
期
限
切
れ
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
の
み
）

※
１�
紛
失
さ
れ
た
人
は
窓
口
で
申

請
書
を
発
行
し
ま
す
。

※�

２�

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
公
的
機
関
か
ら
発
行
さ

れ
た
顔
写
真
つ
き
の
証
明
書

※�

３�

健
康
保
険
証
・
介
護
保
険
証
・

年
金
証
書
・
学
生
証
な
ど（
氏

名
及
び
住
所
ま
た
は
氏
名
及

び
生
年
月
日
が
記
載
さ
れ
た

も
の
に
限
る
。）

カ
ー
ド
受
け
取
り
に
必
要
な
持
ち
物

①�「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

通
知
書
・
電
子
証
明
書
発
行
通

知
書
兼
照
会
書
」（
役
場
か
ら
届

い
た
ハ
ガ
キ
）

②
通
知
カ
ー
ド
※
１

③
本�

人
確
認
書
類

・�

顔
写
真
つ
き
の
公
的
身
分
証
明

書
の
場
合
は
１
点
※
２

・�

顔
写
真
が
な
い
身
分
証
明
書
の

場
合
は
２
点
※
３

※�

１
紛
失
さ
れ
た
人
は
窓
口
で
紛

失
届
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

２
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
公
的
機
関
か
ら
発
行
さ
れ

た
顔
写
真
つ
き
の
証
明
書

※�

３
健
康
保
険
証
・
介
護
保
険
証
・

年
金
証
書
・
学
生
証
な
ど（
氏
名

及
び
住
所
ま
た
は
氏
名
及
び
生

年
月
日
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。）

開
庁
場
所　

住
民
保
険
課

問�　

住
民
保
険
課　

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

転
出
届
を
提
出
で
き
ま
す

　

転
出
届
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

届
出
が
可
能
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
人
は
、転
出
に
あ

た
り
川
西
町
へ
の
来
庁
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
。（
転
出
に
伴
う

お
手
続
き
が
あ
る
人
は
来
庁
が
必

要
で
す
。）ご
自
身
単
身
で
の
引
越

し
の
ほ
か
、ご
自
身
と
同
一
世
帯

員
、ご
自
身
以
外
の
世
帯
員
の
人

の
引
越
し
で
も
利
用
可
能
で
す
。

利
用
で
き
る
人

　

署
名
用
電
子
証
明
書（
英
数
字

を
含
む
暗
証
番
号
）が
有
効
な
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
で
、

日
本
国
内
で
の
引
越
し
を
す
る
人

※�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転

出
届
の
提
出
を
し
た
後
は
別
途
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転

入
届
等
の
手
続
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.digital.go.jp/

policies/m
oving_onestop_service/

問�　

住
民
保
険
課　

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

募　

集

▼�

農
地
を
貸
し
た
い
人
、�

借
り
た
い
人
募
集

　
「
高
齢
で
耕
作
で
き
な
く
な
っ

た
農
地
を
誰
か
に
管
理
し
て
ほ
し

い
。」「
農
地
を
相
続
し
た
け
ど
農

業
は
し
な
い
の
で
、誰
か
に
貸
し

た
い
。」
ま
た
は
、「
農
業
経
営
を

拡
大
し
た
い
の
で
農
地
を
借
り
た

い
。」「
新
規
に
本
格
的
に
農
業
を

始
め
る
の
で
農
地
を
借
り
た
い
。」

と
、
お
考
え
の
人
は
、
な
ら
担
い

手･

農
地
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
ら
担
い
手
・
農
地
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、農
地
の
出
し
手

（
貸
し
た
い
人
）か
ら
、農
地
を
借

り
受
け
、受
け
手（
借
り
た
い
人
）

へ
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。

問�　

公
益
財
団
法
人　

な
ら
担
い

手
・
農
地
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
農
地
中
間
管
理
機
構
）

住
所　

〒
６
３
４-

０
０
６
５

　

橿
原
市
畝
傍
町
53
番
地

　

☎
０
７
４
４（
21
）５
０
２
０

お
知
ら
せ

▼�

学
童
保
育
所
に
お
け
る�

昼
食
提
供
開
始
の
お
知
ら
せ

　

学
童
保
育
所
で
は
、
春
休
み
・

夏
休
み
・
冬
休
み
等
の
学
校
給
食

が
提
供
さ
れ
な
い
日
に
、お
子
さ

ん
の
弁
当
を
用
意
い
た
だ
く
保
護

者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、学
童

保
育
所
で
希
望
者
に
昼
食
提
供
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

提�

供
開
始
時
期（
予
定
）　

12
月
21

日（
木
）

昼�

食
代
金　

1
食
あ
た
り
４
０
０

円（
税
込
）

申�

込
方
法　

学
童
保
育
所
利
用
児

童
の
保
護
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�　

福
祉
こ
ど
も
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
１

▼�

11
月
30
日
は�

年
金
の
日
で
す

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、い
つ
で
も
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、ご
自
身
の
年
金
記
録
を

基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、桜
井
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�　

桜
井
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
４
４（
42
）０
０
３
３

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止�

推
進
月
間
」で
す
。

▼�

児
童
虐
待
に
つ
い
て�

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
児
童
相
談

所
へ
の
通
報
や
相
談
件
数
は
、令

和
4
年
度
で
21
万
９
，１
７
０
件

と
、
前
年
度
よ
り
１
１
，
５
１
０

件（
５
・
５
％
）増
え
、
過
去
最
多

を
更
新
し
ま
し
た
。
前
年
度
か
ら

の
増
加
の
主
な
原
因
は
、心
理
的

虐
待
に
係
る
相
談
対
応
件
数
の
増

加（
４
，
７
６
０
件
増
）、
警
察
か

ら
の
通
告
の
増
加（
９
，
８
６
１

件
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
で

は
、
毎
年
11
月
を「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、

全
国
各
地
に
お
い
て
、児
童
虐
待

防
止
の
た
め
の
広
報
啓
発
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
児
童
虐
待
と
は
？

　

本
来
、子
ど
も
を
守
る
立
場
で

あ
る
は
ず
の
保
護
者（
親
権
を
行

う
者
、未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の

者
で
、児
童
を
現
に
監
護
す
る
者
）

が
子
ど
も
に
身
体
的
、精
神
的
苦

痛
を
与
え
る
行
為
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
に
必
要
な
行
為（
育
児
等
）

を
し
な
い
こ
と
で
、そ
の
健
全
な

成
長
や
発
達
を
損
な
う
場
合
も
児

童
虐
待
と
い
え
ま
す
。
な
お
、
保

護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
行
為

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
、
殴
る
・
蹴
る

な
ど
身
体
に
暴
行
を
加
え
る「
身

体
的
虐
待
」だ
け
で
な
く
、「
性
的

虐
待
」や
子
ど
も
の
世
話
を
し
な

い「
ネ
グ
レ
ク
ト
」、言
葉
や
態
度

な
ど
に
よ
る「
心
理
的
虐
待
」
の

4
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、

い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
の
虐
待
が
複

合
し
て
起
こ
る
こ
と
が
多
い
と
言

わ
れ
ま
す
。

▼�「
し
つ
け
」と
称
し
た
体
罰
、

暴
言
は
虐
待
で
す
！

　

し
つ
け
と
は
、子
ど
も
の
人
格

や
才
能
を
伸
ば
し
、社
会
に
お
い

て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
等
の
目
的
か
ら
、子

ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
社
会
性
を

育
む
行
為
で
す
。

　

体
罰
や
暴
言
と
は
、た
と
え「
し

つ
け
」の
た
め
だ
と
親
が
思
っ
て

も
、身
体
や
精
神
に
何
ら
か
の
苦

痛
を
引
き
起
こ
し
、又
は
不
快
感

を
意
図
的
に
も
た
ら
す
行
為（
罰
）

で
す
。
そ
れ
ら
は
、
ど
ん
な
に
軽

い
も
の
で
あ
っ
て
も
虐
待
に
あ
た

り
ま
す
。

▼�

体
罰
や
暴
言
・
暴
力
に�

頼
ら
な
い
子
育
て
を�

し
よ
う
！

～
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

�

す
ぐ
相
談
を
！
～

　

親
が「
し
つ
け
」
と
考
え
て
い

た
と
し
て
も
、体
罰
等
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
、子
ど
も
の
心
身
の
成

長
・
発
達
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ
る
体

罰
の
な
い
社
会
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
意
識
を

変
え
て
い
く
と
と
も
に
、子
育
て

中
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
も
含

め
て
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
育

て
を
頑
張
る
の
は
、と
て
も
大
変

な
こ
と
で
す
。
保
護
者
が
孤
立
せ

ず
、地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、「
保
健
セ
ン
タ
ー
」

や「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
各

種
教
室
や
行
事
に
参
加
し
て
、子

育
て
の
悩
み
を
相
談
す
る
こ
と
や
、

子
育
て
を
し
て
い
る
人
同
士
で
交

29 28



流
を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
、左
記
の

窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
保

健
師
や
保
育
士
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

川
西
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※�

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分

　

☎
０
７
４
５（
43
）１
９
０
０

川
西
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※�

火
～
土（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

☎
０
７
４
５（
43
）２
７
７
４

▼�

子
育
て
っ
て�

大
変
で
す
よ
ね
。

　

保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談
窓

口
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で

も
大
丈
夫
！
ぜ
ひ
相
談
を
…

　

心
身
共
に
健
や
か
な
子
ど
も
の

成
長
を
支
援
す
る
た
め
、子
ど
も

や
保
護
者
に
寄
り
添
う
身
近
な
相

談
の
窓
口
と
し
て
、福
祉
こ
ど
も

課
内
に『
子
ど
も
家
庭
総
合
相
談

窓
口
』が
あ
り
ま
す
。『
子
ど
も
家

庭
総
合
相
談
窓
口
』
は
、
0
歳
か

ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
家

庭
及
び
妊
産
婦
の
困
り
ご
と
に
関

す
る
総
合
相
談
窓
口
で
す
。
子
ど

も
家
庭
支
援
員
が
、子
育
て
に
関

す
る
相
談
か
ら
養
育
困
難
な
状

況
、児
童
虐
待
な
ど
に
関
す
る
相

談
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
き

め
細
や
か
に
対
応
し
、継
続
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

川
西
町
こ
ど
も
家
庭
総
合
相
談
窓

口（
福
祉
こ
ど
も
課
内
）

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
１

　

�

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ fkenkou@

tow
n.

nara-kaw
anishi.lg.jp

相�

談
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　

月
～
金（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

▼�「
も
し
か
し
た
ら
、�

児
童
虐
待
？
」�

と
思
っ
た
と
き
は
。

・�

い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声

が
聞
こ
え
る

・�

子
ど
も
に
不
自
然
な
ア
ザ
や
傷

が
あ
る

・�

い
つ
も
同
じ
服
を
着
て
い
た
り
、

衣
服
が
汚
れ
て
い
る

・�

表
情
が
乏
し
く
元
気
が
な
い

・�

落
ち
着
き
が
な
く
情
緒
不
安
定

で
あ
る

・�

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い　

な
ど

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
は
、児
童

虐
待
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
の
ほ
と
ん
ど

は
、家
庭
と
い
う
密
室
の
中
で
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
か
な
？
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連

絡
い
た
だ
い
た
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
「
間
違
い
か
も
し
れ
な
い
」「
ま

さ
か
あ
の
人
に
限
っ
て
」な
ど
と

た
め
ら
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
の
勇
気
で
子
ど
も
の
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
と
覚

え
て
く
だ
さ
い
。）

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー

※�

３
６
５
日　

24
時
間
対
応

　

☎
０
７
４
２（
26
）３
７
８
８

天
理
警
察
署

※
３
６
５
日　

24
時
間
対
応

　

☎
０
７
４
３（
62
）０
１
１
０

川
西
町
役
場
福
祉
こ
ど
も
課

※�

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
１

相　

談

▼�『
弁
護
士
に
よ
る�

無
料
法
律
相
談
』

　

12
月
の
人
権
週
間
の
一
環
と
し

て
、
弁
護
士
に
よ
る「
無
料
法
律

相
談
所
」を
開
設
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
省
み
る

と
人
権
に
関
わ
っ
た
様
々
な
問
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動

の
一
環
と
し
て
、『
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
』を
開
催
し
ま

す
。
人
権
問
題
で
お
悩
み
の
人
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。（
先
着
順
）

日�
時　

12
月
6
日（
水
）午
後
１
時

～
４
時

場�

所　

役
場
２
階
２
０
２
会
議
室

相�

談
内
容　

人
権
に
関
す
る
問
題

（
性
差
別
、子
ど
も・
高
齢
者
・
障

害
者
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
に

欠
け
る
扱
い
、同
和
問
題
、外
国

人
差
別
な
ど
）に
つ
い
て
の
法
律

相
談
。
そ
の
他
法
律
に
関
連
す

る
困
り
ご
と
全
般
に
つ
い
て
。

申�

込
期
間　

11
月
15
日（
水
）～
12

月
5
日（
火
）午
前
9
時
～
午
後

5
時

相
談
時
間　

1
人
に
つ
き
30
分

定�

員　

６
名（
先
着
順
）※
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

問�　

住
民
保
険
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

▼�

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
の
女
性
の
人
権
に
関
わ
る

問
題
に
つ
い
て
、人
権
擁
護
委
員

及
び
法
務
局
職
員
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日�

時　

11
月
15
日（
水
）～
11
月
21

日（
火
）

　

�

平
日　
　

午
前
8
時
30
分
～
午

後
7
時

　

�

土
日
祝　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

※�

電
話
を
お
か
け
に
な
っ
た
場
所

の
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が

り
ま
す
。

※�

携
帯
電
話
使
用
可
、
Ｉ
Ｐ
電
話

使
用
不
可

対
象　
　

県
内
在
住
の
女
性

相�

談
員　

人
権
擁
護
委
員
及
び
法

務
局
職
員

問�　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
４
２（
23
）５
４
５
７

▼�

年
金
相
談
・
手
続
き�

の
際
は
ご
予
約
を 

　

年
金
事
務
所
で
は
、年
金
相
談

や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、

事
前
予
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

予
約
な
し
の
場
合
訪
問
さ
れ
ま
し

て
も
ご
相
談
や
お
手
続
き
が
承
れ

な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

「
予
約
相
談
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

予
約
相
談
希
望
日
の
３
か
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の（
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
な
ど
）を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
ご
予
約
方
法
は
、
全
国
共

通
の
予
約
専
用
受
付
電
話
、ま
た

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
、電

話
く
だ
さ
い
。

問�　

桜
井
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
４
４（
42
）０
０
３
３

　

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
７
４
４（
46
）０
９
７
８

　

予
約
専
用
受
付
電
話

　

☎
０
５
７
０（
05
）４
８
９
０

採
用
・
就
職

▼
自
衛
官
等
募
集

　

防
衛
省
で
は
、令
和
５
年
度
採

用
の
自
衛
官
候
補
生
、一
般
曹
候

補
生
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
試

験
期
日
や
資
格
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自�

衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
自
衛

隊
）　

年
間
を
通
じ
て
受
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

一�

般
曹
候
補
生（
陸・海・空
自
衛
隊
）

受�

付　

９
月
６
日（
水
）～
11
月
30

日（
木
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

受�

付　

10
月
１
日（
日
）～
令
和
６

年
１
月
5
日（
金
）

問�　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部　

橿
原
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
４
４（
29
）９
０
６
０

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

▼�

川
西
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ�

登
録
者
募
集
中

利�

用
方
法　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の

「
友
だ
ち
追
加
」ペ
ー
ジ
か
ら
Ｉ

Ｄ
検
索（
＠kaw

anishitow
n

）

ま
た
は
、
下
記
二
次
元
バ
ー
コ

ー
ド
を
読
み
取
り
、「
川
西
町
」

を
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問�　

総
合
政
策
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
３

園
庭
開
放

▼
川
西
幼
稚
園

日�

時　

11
月
１
日（
水
）、
８
日

（
水
）、15
日（
水
）、22
日（
水
）、

29
日（
水
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

問�　

川
西
幼
稚
園

　

☎
０
７
４
５（
44
）０
３
８
０

▼
成
和
保
育
園

日�

時　

11
月
18
日（
土
）

　

午
前
10 

時
〜
午
後
４
時

※
午
前
中
は
未
就
学
児
の
み

問�　

成
和
保
育
園

　

☎
０
７
４
５（
44
）０
０
４
７

▼
川
西
こ
ど
も
園

日�

時　

11
月
７
日（
火
）、
14
日

（
火
）、21
日（
火
）、28
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
晴
れ
た
と
き
の
み
開
放
し
ま
す
。

問�　

川
西
こ
ど
も
園

　

☎
０
７
４
５（
44
）１
６
１
１

く
わ
し
く
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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図書館だより
おすすめ
児童書

有吉佐和子の本棚 有 吉 佐 和 子
皇極女帝と飛鳥・二つの寺の謎 関 　 裕 二
人生後半、上手にくだる 一 田  憲 子
正倉院宝物を10倍楽しむ 山 本  忠 尚
世界の装飾が美しい店 パイインターナショナル／編
大失敗から生まれたすごい科学 齋 藤  勝 裕
天路の旅人 沢 木 耕 太 郎
ぼくはウーバーで捻挫し、山でシカと闘い、 
水俣で泣いた 斎 藤  幸 平

名画のかごを編む　かご作りから画家の暮らしや  
時代背景に思いをめぐらす 佐 々 木 麗 子

｢立方体が描けない子」の学力を伸ばす 宮 口  幸 治

「体はゆく�できるを科学する�
〈テクノロジー×身体〉」

伊藤　亜紗／著　文藝春秋
　「できなかったことができる」って何だろう？
「テクノロジーの力を借りて何かができるよ
うになる」経験を通して、「できなかったこと
ができる」ことを考察する。ピアノや野球の
技術習得のメカニズムからリハビリへの応用
まで、体の動きが意識より先に「ゆく」ことで
得られる人間の可能性を探る。

おすすめ
一般書

「インフルエンサーのママを告発します」
ジェ・ソンウン／著　晶文社

　インフルエンサーのママを持つダルム
の悩みは、自分の毎日をSNSにあげられ
てしまうこと。そのせいでダルムは「本当
の自分」を出せずにいた。ある日、SNSの
トラブルに巻き込まれたことから、クラス
メイトのアラに気持ちを打ち明け、自分を
守る権利があることを知る。SNSを使う
みんなに読んでほしい1冊。

あさごはんで世界いっしゅう アリス・B．マッギンティ
アフリカで、バッグの会社はじめました 江 口  絵 理
カタリン・カリコ　mRNAワクチンを生んだ科学者 増 田 ユ リ ヤ 
木が泣いている　日本の森でおこっていること 長 濱  和 代
すごいグラウンドの育て方　阪神甲子園球場のひみつ 金 沢  健 児
図書館がくれた宝物 ケイト・アルバス
パンダはどうしてパンダになったのか？ 方 盛 国
ぼくは本のお医者さん 深 山 さ く ら
夜空をおもいっきり楽しむ図鑑 野田祥代／監修

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

11月の図書館カレンダー 開館時間
午前9時30分～午後5時
第4金曜日は午後7時まで
☎0745（44）2212
図書館が閉まっているときは、
｢本を返すポスト」をご利用ください。
（視聴覚資料･他館借受資料等を除く）

■→休館日
詳しい情報は	WEBへ➡

小学生のパンづくり＆おはなし会
絵本「からすのパンやさん」の
� パンをつくろう！
　「からすのパンやさん」に出てくるパンを
つくってみましょう！ パンづくりと一緒に、
おはなし会も開催します。

と　き  11月18日(土)  
午後2時～4時30分

　＊ 受付は午後1時45分から、図書館
2階カウンターで

ところ 川西文化会館1階　料理実習室
対　象 川西町内の小学3～6年生の子ども
定　員 8名（先着）
参加費 一人につき300円
持ち物  エプロン、手拭きタオル、食器用のふきん2

枚、パン用のふきん（バンダナなどでも可）1
枚、持ち帰り用の容器1個（大きめのもの、
水筒、図書館のかしだしカード

申込み  11月1日（水）～11月16日（木）まで、開館
時間中にカウンターまたは電話（0745-44-
2212）で受け付けます。

　＊パン作りはマスクを着用して行います。
　＊作ったパンは、原則として持ち帰りとなります。
ご注意 アレルギー対応はしておりません

11月のえほんのへや・おはなし会
　11日（土）� 2階 おはなしのへや
	 ◇2・3さいのえほんのへや
 　　　　10時～10時20分
	 ◆小さい人（4歳～小学1年生）
 　　　　10時30分～11時
	 ◆大きい人（小学2年生～中学生）
 　　　　11時～11時30分
※状況により変更となる場合があります

↓「わに」のほかに1種類を選んでください

上から時計回りに、パンダ・きょうりゅう・わに・うさぎ

33

相談窓口
相談窓口 日　時 場　所 内　容 問・申

行政なんでも
相談所
毎月第3木曜日

11月の開催はありません。
相談をお急ぎの人は「行政苦情110
番」をご利用ください。総務省奈良
行政監視行政相談センターに繋がり
ます。
☎0570-090110

行政について苦情や意見・要望
など
相談員： 行政相談委員（ 国 か ら

委嘱）

住民保険課
☎0745（44）2611

人権なんでも
相談所
毎月第3木曜日

11月16日（木）
午後２時～４時

【事前予約制】
前日の午後4時までに予約
してください。

役場１階
101 会議室

差別、いやがらせなど、人権に関
して悩みごとや困りごと など
相談員： 人権擁護委員（国から

委嘱）

住民保険課
☎0745（44）2611

消費生活
相談窓口
（三宅町との
広域連携事業）
毎週火曜日

11月7日（火）・
21日（火）
午前10時～午後3時

役場 2 階
図書室

消費生活（売買や賃貸借などの契
約に関することなど）について
相談員： 消費生活相談員（ 国 か

ら認定）
※ 川西町と三宅町ともに同じ相談員

が対応します。

住民保険課
☎0745（44）2611

11月14日（火）・
28日（火）
午前10時～午後3時

三宅町役場 
3 階
第 2 会議室

三宅町産業振興課
☎0745（44）3071

相談専用
☎0745（43）3588

こども家庭総合
相談窓口 随時

電 話・ 来 所・
メール・訪問・
手紙（はがき）・
F AX で 相 談
に応じます

0 歳から 18 歳までの子どもと
その家庭及び妊産婦の困りごと
に関すること

福祉こども課内
☎0745（44）2631
FAX：0745（44）4780
mail：fkenkou@town. 
nara-kawanishi.lg.jp

健康相談

11月6日（月）
12月4日（月）
午前９時～11時30分
※時間予約制

保健センター
健康診査結果の説明、生活習慣
病・日常生活に関することなど
※ 健康診査や血液検査の結果などあ

れば持参してください。

保健センター
☎0745（43）1900

こころの
健康相談

随時
※時間予約制

お問い合わせ
ください

本人・家族の心の悩み など
相談員： 精神保健福祉士・保健師

など

保健センター
☎0745（43）1900

高齢者の
相談窓口 随時

来 所・訪 問・
電話にて相談
に応じます

高齢者の皆さまが、いつまでも
住み慣れた地域で安心して暮ら
せるよう、介護・福祉・医療など
さまざまな面から支援します。

地域包括支援 セ ン
ター
☎0745（42）1180
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 メ モ 
　かぼちゃは、栄養豊富な緑黄色野菜です。皮膚や
粘膜を健康に保ち、細菌への抵抗力をつけるなどの
働きがあるビタミンA（βカロテン）、免疫力を強化し
て、がんや風邪を予防してくれるビタミンCやEが豊
富に含まれています。さつまいもには、ビタミンCや
食物繊維、体内の余分な塩（ナトリウム）を尿として排
出してくれる働きがあるカリウムが含まれています。

 作り方 
①�かぼちゃは種を取ってラップで包み、500ｗの電子

レンジで1分加熱する。取り出して2㎝角に切る。
②�さつまいもは皮つきのまま 1㎝角に切り、水でさ

らしておく。
③�耐熱皿に①、水切りした②をのせ、ラップをかけ

て 500 ｗの電子レンジで 5 ～ 6 分加熱する。
④�ボウルに◆を入れて混ぜ、③を加えて和える。
⑤�器に盛りつけ、お好みでスライスアーモンドをのせる。

健康かわにし21　おいしくごはんを食べよう　／　野菜でプラス一皿

（１人分のエネルギー：88kcal／塩分：0.1g）

かぼちゃとさつまいものデリ風サラダ
～奈良女子大学学生考案レシピ～

川西町立認定こども園川西幼稚園 成和保育園 川西こども園

 材 料  	� （4人分）

かぼちゃ　　1/8切� さつまいも　　1/2本
◆マヨネーズ	 大さじ1
◆プレーンヨーグルト	 大さじ3
◆こしょう	 少々
アーモンドスライス（お好みで）	 適宜

わらべうた遊び

　年中組では、クラスのみんな
が触れ合って楽しめる遊びの一
つに「わらべうた」を取り入れて
います。『ならのだいぶつさん』

『はないちもんめ』『なべなべそ
こぬけ』などを楽しむ中で、友達
とのつながりが深まってきてい
ます。また、わらべうたならで
はのリズムや言葉を口ずさみな
がら穏やかな時間が流れていま
す。歌を覚えるとさらに楽しさ
も増し、『はないちもんめ』で誰
にしようかとみんなで相談する
姿はとても微笑ましいです。

秋の遠足

　遠足で若草山に登りました。
　若草山に登り始めると、長い坂
道やたくさんの階段に驚いていま
したが、みんなで励ましあいながら、
頂上まで登ることができました。
　頂上から見た景色はとっても
きれいで、「すっごい高いなぁ～」

「どこにお家があるんやろ？」「山
いっぱいやなぁ」と話し、登り切っ
たという達成感いっぱいの笑顔
をみせていました。
　日常の保育でも色々な達成感
を味わい、チャレンジする心を育
んでいきたいです。

うどん屋さんごっこ

　にじ組（5歳児）のお部屋にうど
ん屋さんがオープン！看板やお品
書きを描き、粘土でつくったうど
んに、子ども達が色画用紙で制作
したおいしそうな天ぷらの数々…
みんなで力を合わせ、にじ組のう
どん屋さんが完成しました。
　お手製の帽子をかぶり、「いらっ
しゃいませ～♪」元気いっぱいの
声が広がります。おいしそうなう
どんに、どの天ぷらをトッピング
しようかな。お友だちはワクワク
しながら注文しています。
　みんなでつくったうどん屋さ
んは大盛況でしたよ！

問�　保健センター　☎ 0745（43）1900

消費生活相談 コラム 健康づくり コラム

美容医療サービス、�
慎重に判断しましょう

「第11回 国保中央病院�
健康フェスティバル」開催

　国保中央病院では、地域に密着した病院として、地
域のみなさんに国保中央病院のことを知っていただく
ために、また、住民のみなさんの健康保持と増進に寄
与することを目的に平成 21年から健康フェスティバ
ルを開催しています。コロナ禍で開催が出来ない年が
3年続きましたが、今回、第11回目の健康フェスティ
バルを開催することとなりました。
　たくさんの人に、お楽しみいただけるようなイベン
トを予定していますので、是非お気軽にご来場くださ
い。職員一同お待ちしております。

▼日時　11月11日（土）
▼受付　午前10時～ 12時
▼申込　不要
▼費用　無料
▼場所　国保中央病院　本館1階外来ホール
▼内容
　・�相談・測定コーナー（お薬相談、血管年齢、肌年齢、

骨密度、血糖値、筋肉とバランス測定など）
　・�コンサート（広陵西保育園園児による鼓隊パレー

ド、職員による演奏会）
　・縁日コーナー（ゲームコーナー・フードコーナー）
▼アクセス　
　・�近鉄田原本駅・西田原本駅下車、無料送迎バス(西

田原本駅西側)利用約8分
　・近鉄黒田駅下車、徒歩約10 分
　・駐車場200台無料

問�　国保中央病院　企画総務課　
☎ 0744（32）8800

▼事例

・�美肌治療のカウンセリングを予約したがリフト
アップのモニター契約を勧められた。顔が少し腫
れる程度と聞いて施術を受けたが、ひどく腫れて
しまい、支払に納得できない。� （30代　女性）

・�駅前で声をかけられ、無料の医療脱毛の施術後
にモニター価格で約 46 万円の契約をした。嘘
の収入を書くよう指示されて個別クレジットを
申し込んだので、解約したい。�（20 代　女性）

▼トラブルになりやすいケース
・�「今すぐやらなければ間に合わない」などと不安

をあおられ、モニター契約等による大幅割引を提
案され、その日のうちに契約・施術することを急
かされている。

・�「痛みが少ない」「当日化粧できる」などと手軽で
低リスクであるかのような説明をされ、消費者が
十分にダウンタイム・合併症の有無・薬剤の名称・
副作用等について理解していない状態で契約して
いる。

・�クレジットの分割払いを勧められたり、支払能力
以上の契約をさせようとしている。

　脱毛や脂肪吸引、二重まぶたの手術と言った美容
医療には緊急性はありません。急かされてもその場
ですぐに契約することは避けましょう。
　施術のメリットだけでなくリスクも医師から十
分に説明を受け、自分でも調べてみましょう。
　クレジット等での分割払いを勧められても、長期
間支払い続けられるか慎重に考えましょう。
　嘘の収入を申告するよう指示された場合は契約
せず断りましょう。

問�　住民保険課　☎ 0745（44）2611
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町 の 動 き

人の動き 10 月 1 日現在 問　住民保険課　☎0745（44）2611
区　分 人　口 年　齢 人　口 比　率

総人口 8,145人 0～14歳 874人 10.7%
前月人口 8,159人 15～64歳 4,354人 53.5%
人口増減 ▲14人 65歳～ 2,917人 35.8%
　　（転入） +16人
　　（転出） ▲21人 世帯数

　　（出生） +2人 世帯数 3,600世帯
　　（死亡） ▲11人 前月世帯数 3,602世帯
　　（その他増減） 0人 世帯増減 ▲2世帯

家庭ごみの排出量　　　（9月分）� 問　住民保険課　☎0745（44）2611
排出量 前月比 前年同月比

可 燃 ご み 109.98t 92.9％ 90.8％
不 燃 ご み 9.36t 142.9％ 111％
資 源 ご み 13.5t 107.3％ 101.3％

　1923年（大正12年）9月1日の午前11時58分に発
生した関東大震災。都市を襲った大地震によって、
死者・行方不明者が10万5千人を超える未曽有の大
災害でした。
　ＮＨＫの朝ドラ「らんまん」でも植物標本を抱え
逃げ惑う万ちゃんや寿恵ちゃん、焼けてしまった長
屋、そして自警団によって作られた関所など、当時
の様子が描かれました。関東大震災では地震発生か
ら46時間にわたって火災が続き、浅草は96％が焼
失しました。当時はラジオ放送も始まっておらず、
人々はその被害状況や避難情報も知る手段は何も
ありません。人々の混乱、不安、恐怖は疑心暗鬼を
生み出し、自警団という名の組織があちこちに作ら
れました。そんな状況で「流言飛語」が広まりました。
2009年に国の中央防災会議がまとめた報告書には、
地震発生日の午後には「朝鮮人の放火多し」とのデ
マが確認されたとあります。そのデマは「朝鮮人が
井戸に毒を投げ入れた」などの凶悪な内容となり、
瞬く間に広がり、各地の自警団による虐殺に繋がり
ました。報告書によると、「中国人や朝鮮人と間違わ
れた日本人も含めて震災による死者の1～数％が襲

撃の犠牲になった」と推計されています。また、朝
鮮人虐殺が起こった背景には、民族的な差別があっ
たことが考えられると指摘されています。
　今秋、「福田村事件」という映画が公開されました。
9月4日には千葉県東葛飾郡福田村にも「朝鮮人が集
団で襲ってくる」などのデマが届き、村の人々は恐
怖に浮き立ちました。そして、香川から訪れていた
薬売りの行商団15人のうち、幼児や妊婦を含む9人
を殺害しました。讃岐弁を話していたので、朝鮮人
と疑われて殺害されたのです。
　最近も日本各地で地震や豪雨の災害が頻発して
います。そんな時にインターネット上にＡＩで作成
したフェイク画像や動画が掲載されることがあり
ます。昔と違って、現代は様々な情報伝達手段が発
達しました。その情報の中に紛れた人々を惑わすニ
セの情報によって、生存への不安や恐怖に煽られた
とき、集団心理は加速し、群衆は暴走してしまいま
す。集団心理の恐ろしさも、差別
意識の根深さも、負の歴史に目を
背けることなく、そこから学ぶこ
とを続けていきたいと思います。

福田村事件

タウンプロモーション用
ロゴマーク

 

　ロゴマークの上部は、手
をつなぎあう人々や大和三
山を、下部は川西町を流れ
る４本の川をイメージ。

　９月議会で、初議会から2年となりました。
　初めて自ら組んだ予算の、決算審議を受
ける議会でした。
　この2年で、コロナ禍からポストコロナの
時代に入り、物価の変動も大きく起こり、新
しい県知事が就任されるなど、川西町を取
り巻く環境も大きく変化しました。
　今は、変化が激しく、予測が難しい時代だ
と言われています。その中で、しっかりと変化を捉えながら、小さな自治体
の機動力を活かした取り組みを進めることが大切だと感じています。
　今現在、新知事の方針で、県と取り組んでいた事業が一旦停止となってい
るなどの困難もありますが、「川西町の暮らしと未来をより良くする」とい
う私の使命に向かって一生懸命に、一つひとつチャレンジを積み重ねられて
いると感じています。これも、川西町のまちづくりに、ともに取り組んで下さっ
ている住民、企業、ご関係の皆さまのおかげです。ありがとうございます。
　これからも、皆さまと共に、川西町の暮らしと未来の創造に向かって、初
心を忘れることなく、謙虚に前向きに取り組んで参ります。

問��　川西町人権教育推進協議会事務局（教育委員会社会教育課）
　　☎ 0744（44）2214

人権コラム　毎月11日は「人権を確かめ合う日」

おくやまテラスシェアキッチンがスタート！
オープニングセレモニーを開催します！

ヒト×マチ×コト

問��　総合政策課
☎ 0745（44）2213

　シェアキッチン（スーパーおくやま結崎店内）が
11月27日（月）から始まります。同時に、店内フリー
スペースの利用も開始します。おくやまテラスとして
生まれ変わった景色をご覧ください。また、オープ
ニングセレモニーも開催致しますので是非ご来場く
ださい。

▼おくやまテラスオープニングセレモニー
日時　11月27日（月）午前10時15分～
内容　�テープカットと施設の見学会を実施いたします。

シェアキッチンもオープンしますので是非ご来場
ください。

▼シェアキッチン
　シェアキッチンには、隔週月曜日に世界の料理を
提供する『shampsel（シャン・セル）』さんが利用を
開始されます。ぜひ、世界の料理を召し上がっていた
だき川西町でも海外へ旅行に行く気分を味わってみ
ませんか？

町長の活動日記
初議会から2年が経ちました。

シェアキッチンアウトドアスペース
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問　総合政策課　TEL 0745-44-2213

イベント情報や

ワクチンの接種情報

など川西町の情報を

お届けします！

是非チェックして

みてください

友だち募集中！
友だち追加方法

方法  2

LINEアプリの
「ホーム」→「友だち追加」
より「ID検索で」

＠kawanishitown

と入力し検索

方 法  3

川西町のホームページで
下記バナーをクリック！

公式 LINE
友だち追加

方法  １

LINEアプリの
「ホーム」→「友だち追加」
より右記の
ＱＲコードを
読み取る

川西町
LINE


